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(57)【要約】
【課題】複数の可動体を利用したインパクトのある動作
演出を簡単な構成で実現可能な遊技機を提供する。
【解決手段】パチンコ機１０は、上下に移動可能な上可
動体９１および下可動体９２を備え、下可動体９２が、
上可動体９１と離間する待機位置および該上可動体９１
と近接する動作位置に変位するよう構成されている。下
可動体９２を、動作位置にある状態で上可動体９１によ
る特定動作方向ＴＤへ向けた押圧に応じて、待機位置と
異なる側である特定動作方向ＴＤへ移動するよう構成し
た。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　演出用の可動体を備え、該可動体が別の可動体と離間する待機位置および該別の可動体
と近接する動作位置に変位するよう構成された遊技機において、
　前記可動体は、前記動作位置にある状態で前記別の可動体による押圧に応じて前記待機
位置と異なる側へ移動するよう構成された
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記可動体の移動を案内するガイド部を備え、
　前記可動体は、前記動作位置において、前記別の可動体による押圧に応じて前記ガイド
部の延在方向に沿って該可動体の自重による停止位置から離間する側へ移動すると共に、
前記別の可動体による押圧が解除されることに応じて前記ガイド部の延在方向に沿って該
可動体の自重による停止位置側へ移動するよう構成された請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記可動体を構成する複数の可動部を備え、
　前記複数の可動部のうち第１の可動部は、第１のガイド部の延在方向に沿って移動可能
に構成され、該複数の可動部のうち第２の可動部は、第２のガイド部の延在方向に沿って
移動可能に構成され、
　前記可動体が前記待機位置から前記動作位置に変位する場合に、前記第１のガイド部お
よび前記第２のガイド部の延在方向が一致して、前記別の可動体による押圧に応じた前記
可動体の移動が許容されるよう構成された請求項１または２記載の遊技機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、演出用の可動体を備えた遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機やスロットマシンに代表される遊技機は、機前側から視認できる位置に演出
用の可動体を備えており、図柄表示装置の表示画面に表示される図柄変動表示等の表示演
出に合わせて可動体が動作するように構成される。近年において遊技機は、可動体の数を
増やし、または可動体の動作を複雑に変化させることで、該可動体を利用してバラエティ
ーに富んだ動作演出を行い、これにより遊技の興趣向上が図られている(特許文献１)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－５９４７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　例えば、パチンコ機の遊技盤に搭載される一般的な可動体は、常には表示画面の外周側
等に設けられた待機位置で待機しており、演出タイミングが到来すると表示画面の前方の
動作位置へ移動する。ここで例えば、複数の可動体を動作位置で集合(近接)させて１つの
意匠を構成することで、複数の可動体を一体的に用いた演出を行い得る。しかし、複数の
可動体を単に集合させるだけでは演出が単調であり、充分に遊技者を惹き付けることがで
きない。
【０００５】
　そこで本発明は、従来の技術に内在する前記問題に鑑み、これらを好適に解決するべく
提案されたものであって、複数の可動体を利用したインパクトのある動作演出を簡単な構
成で実現可能な遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願請求項１に係る発明は、
　演出用の可動体(92)を備え、該可動体(92)が別の可動体(91)と離間する待機位置および
該別の可動体(91)と近接する動作位置に変位するよう構成された遊技機において、
　前記可動体(92)は、前記動作位置にある状態で前記別の可動体(91)による押圧に応じて
前記待機位置と異なる側へ移動するよう構成されたことを要旨とする。
　請求項１に係る発明によれば、可動体および別の可動体が待機位置および動作位置に変
位して互いに接近・離間するだけでなく、動作位置において一体的に動作するようにした
ことで、両可動体を利用してインパクトのある動作演出を行い得る。また、別の可動体に
よる押圧を利用することで、簡単な構造によって可動体を動作位置で別の可動体に連動さ
せることができる。すなわち、複数の可動体を利用したインパクトのある動作演出を簡単
な構造によって実現し得る。
【０００７】
　請求項２に係る発明は、
　前記可動体(92)の移動を案内するガイド部(124,124)を備え、
　前記可動体(92)は、前記動作位置において、前記別の可動体(91)による押圧に応じて前
記ガイド部(124,124)の延在方向に沿って該可動体(92)の自重による停止位置から離間す
る側へ移動すると共に、前記別の可動体(91)による押圧が解除されることに応じて前記ガ
イド部(124,124)の延在方向に沿って該可動体(92)の自重による停止位置側へ移動するよ
う構成されたことを要旨とする。
　請求項２に係る発明によれば、可動体の自重を利用して該可動体の移動を安定させるこ
とができる。
【０００８】
　請求項３に係る発明は、
　前記可動体(92)を構成する複数の可動部(94,94)を備え、
　前記複数の可動部(94,94)のうち第１の可動部(94)は、第１のガイド部(124)の延在方向
に沿って移動可能に構成され、該複数の可動部(94,94)のうち第２の可動部(94)は、第２
のガイド部(124)の延在方向に沿って移動可能に構成され、
　前記可動体(92)が前記待機位置から前記動作位置に変位する場合に、前記第１のガイド
部(124)および前記第２のガイド部(124)の延在方向が一致して、前記別の可動体(91)によ
る押圧に応じた前記可動体(92)の移動が許容されるよう構成されたことを要旨とする。
　請求項３に係る発明によれば、可動体を構成する複数の可動部の移動方向(対応するガ
イド部の延在方向)を、該可動体の動作位置において一致させるようにした。これにより
、複数の可動部を有する可動体を、簡単な構成によって動作位置で別の可動体に連動させ
ることができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る遊技機によれば、複数の可動体を利用したインパクトのある動作演出を簡
単な構成で実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例に係るパチンコ機の正面図である。
【図２】実施例に係るパチンコ機の電気的な接続関係を示すブロック図である。
【図３】実施例に係る遊技盤の正面図である。
【図４】実施例に係る可動演出装置が収容空間に配設された状態を示す設置部材の正面図
であって、(ａ)は、上下の可動体が待機位置にある状態(上昇降板が移動上端にある状態)
を示しており、(ｂ)は、(ａ)から上下の可動体を取り除いた状態を示している。なお、上
昇降板の中間位置および移動下端を一点鎖線で示してある。
【図５】実施例に係る可動演出装置が収容空間に配設された状態を示す設置部材の正面図
であって、(ａ)は、上下の可動体が移動途中にある状態(上昇降板が中間位置にある状態)
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を示しており、(ｂ)は、(ａ)から上下の可動体を取り除いた状態を示している。
【図６】実施例に係る可動演出装置が収容空間に配設された状態を示す設置部材の正面図
であって、(ａ)は、上下の可動体が動作位置にある状態(上昇降板が移動下端にある状態)
を示しており、(ｂ)は、(ａ)から上下の可動体を取り除いた状態を示している。
【図７】(ａ)は、上下の可動体が特定動作演出の演出開始位置にある状態で、上下の支持
機構(中板部、上揺動板および下揺動板)をその前後方向の途中位置で切断して背面側から
見た断面図であって、可動体のスライドピンと支持機構の特定動作ガイドとの関係を示し
ており、(ｂ)は、(ａ)の状態で、中央の上可動部をその前後方向の途中位置で切断して背
面側から見た断面図であって、ラックおよび駆動ギヤの位置関係を示している。
【図８】(ａ)は、上下の可動体が特定動作演出による動作中の状態で、上下の支持機構(
中板部、上揺動板および下揺動板)をその前後方向の途中位置で切断して背面側から見た
断面図であって、可動体のスライドピンと支持機構の特定動作ガイドとの関係を示してお
り、(ｂ)は、(ａ)の状態で、中央の上可動部をその前後方向の途中位置で切断して背面側
から見た断面図であって、ラックおよび駆動ギヤの位置関係を示している。
【図９】(ａ)は、上可動体が待機位置にある状態で上支持機構(前昇降板の中板部および
上揺動板)をその前後方向の途中位置で切断して背面側から見た断面図であって、上可動
体のスライドピンと上支持機構の特定動作ガイドとの関係を示しており、(ｂ)は、下可動
体が待機位置にある状態で下支持機構(下揺動板)をその前後方向の途中位置で切断して背
面側から見た断面図であって、下可動体のスライドピンと下支持機構の特定動作ガイドと
の関係を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、遊技機としては、一般的なパチンコ機を例にして説明する。ま
た、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、「右」とは、特に断りのない限り、
図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見た状態で指称する。
【実施例】
【００１２】
(パチンコ機１０について)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠１１の開口前面側に、後述する遊技盤
２０(図３参照)を着脱可能に保持する本体枠(遊技機本体)としての中枠１２が開閉および
着脱可能に組付けられると共に、遊技盤２０には、表示演出を行う演出実行手段としての
演出表示装置(図柄表示部、表示手段)１７が配設されている。また、中枠１２の前面側に
は、遊技盤２０を透視可能に保護する透明板(図１では透明板を取り外した状態を示して
いる)で前後に開口する窓口１３ａを覆うよう構成された装飾枠(前扉)としての前枠１３
が開閉可能に組付けられると共に、該前枠１３の下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿
１５が開閉可能に組付けられる。なお、実施例では、前枠１３の下部位置に、パチンコ球
を貯留する上球受け皿１４が一体的に組付けられており、前枠１３の開閉に合わせて上球
受け皿１４も一体的に開閉するよう構成される。
【００１３】
　前枠１３には、図１に示す如く、前記中枠１２に配設された球発射装置(図示せず)を作
動する操作ハンドル１６が下球受け皿１５の右側方に設けられる。この操作ハンドル１６
は、左回転方向に付勢された操作レバー１６ａを備えており、該操作レバー１６ａを右回
転するよう遊技者が回動操作することで球発射装置が作動されて、前記上球受け皿１４に
貯留されたパチンコ球が前記遊技盤２０に向けて発射されるようになっている。ここで、
操作レバー１６ａの回動量に応じて前記球発射装置によるパチンコ球の打球力が強弱変化
するよう構成されており、遊技者が操作レバー１６ａを操作して回動量を調節することで
、前記遊技盤２０の前面側に形成された後述する遊技領域２１(図３参照)のうち、第１流
下経路２１ａ(後述)にパチンコ球を流下させる所謂「左打ち」と、第２流下経路２１ｂ(
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後述)にパチンコ球を流下させる所謂「右打ち」とを打ち分けできるようになっている。
また、前枠１３には、窓口１３ａの外周を囲繞するようランプ装置(発光手段)１８が配設
されると共に、該前枠１３における上部の左右の隅部に、音声を出力可能なスピーカ(音
出力手段)１９が配設されている。そして、ランプ装置１８に設けられたＬＥＤ等の発光
体(図示せず)を点灯・点滅したり、スピーカ１９から適宜の音声を出力することで、演出
表示装置１７での表示演出に合わせて発光演出や音声演出を行い得るよう構成されている
。すなわち、ランプ装置１８およびスピーカ１９は、演出表示装置１７での表示演出に合
わせた演出を実行可能な演出実行手段として機能している。
【００１４】
　パチンコ機１０における中枠１２の後面側(遊技盤２０の後面側)には、遊技を統括的に
制御する主制御基板６０(図２参照)が配設されている。そして、主制御基板６０は、パチ
ンコ機１０に備えられた各種検出センサ(検出手段)ＳＥ１～ＳＥ８からの検出信号に基づ
いて、当該主制御基板６０に備えられる主制御ＣＰＵ６０ａが遊技に関する各種処理を実
行し、その処理結果に応じた各種の制御信号(制御コマンド)を出力するように構成されて
いる。また、中枠１２の後面側(遊技盤２０の後面側)には、主制御基板６０からの制御信
号に基づいて演出(表示演出や発光演出、音声演出、動作演出)を統括的に制御する演出制
御基板６５(図２参照)と、演出制御基板６５からの制御信号に基づいて、記憶手段に記憶
する各種の画像データ(図柄、背景画像、文字、キャラクタ等の画像データ)をもとに演出
表示装置１７での表示内容を更新する表示制御基板７０(図２参照)とが配設されている。
すなわち、演出表示装置１７、ランプ装置１８およびスピーカ１９や後述する可動演出装
置９０等の演出実行手段の動作は、主制御基板６０が出力した制御信号(制御コマンド)に
基づいた演出制御基板６５の制御によってコントロールされるようになっている。
【００１５】
　図２に示すように、主制御基板６０は、遊技に関する制御処理を実行する主制御ＣＰＵ
６０ａ、該主制御ＣＰＵ６０ａが実行する制御プログラムを記憶する主制御ＲＯＭ６０ｂ
、当該主制御ＣＰＵ６０ａの処理に必要なデータの書込み・読出しが可能な主制御ＲＡＭ
６０ｃ等を備えている。また、演出制御基板６５は、演出に関する制御処理を実行する演
出制御ＣＰＵ６５ａ、該演出制御ＣＰＵ６５ａが実行する制御プログラムを記憶する演出
制御ＲＯＭ６５ｂ、当該演出制御ＣＰＵ６５ａの処理に必要なデータの書込み・読出しが
可能な演出制御ＲＡＭ６５ｃ等を備えている。更に、表示制御基板７０は、演出に関する
制御処理を実行する表示制御ＣＰＵ７０ａ、該表示制御ＣＰＵ７０ａが実行する制御プロ
グラムを記憶する表示制御ＲＯＭ７０ｂ、当該表示制御ＣＰＵ７０ａの処理に必要なデー
タの書込み・読出しが可能な表示制御ＲＡＭ７０ｃ等を備え、表示制御ＲＯＭ７０ｂには
演出表示装置１７での表示に関する画像データが記憶されている。
【００１６】
　また図示しないが、前記中枠１２の後面側には、球払出装置を駆動制御する払出制御基
板、前記球発射装置を駆動制御する発射制御基板等が配設されている。前記払出制御基板
は前記主制御基板６０に配線接続されており、該主制御基板６０の主制御ＣＰＵ６０ａか
らの賞球払出指令コマンド(制御信号)に基づいて前記球払出装置を制御することで、該賞
球払出指令コマンドにより特定される賞球数に対応するパチンコ球を払い出すよう構成さ
れる。なお、主制御ＣＰＵ６０ａは、賞球払い出しの契機(入賞)を検出した検出センサＳ
Ｅ１～ＳＥ６,ＳＥ８の種類と、払い出される賞球数とを特定し得る制御信号を、演出制
御ＣＰＵ６５ａに対して出力するよう構成されている。
【００１７】
(遊技盤２０について)
　前記遊技盤２０は、アクリルやポリカーボネート等の合成樹脂材等からなる透明な平板
状の板部材であって、該遊技盤２０の後面には、前方に開口する箱状の設置部材４５(図
４～図６参照)が取り付けられている。そして、遊技盤２０の後面側で設置部材４５の内
側に画成される収容空間４５ａに、演出実行手段としての可動演出装置９０(後述)や、立
体的な装飾を形成する装飾部材４７(図１および図３参照)等が収容されている。なお、演
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出表示装置１７は、設置部材４５における後壁４５ｂの後面(設置部材４５の後面)に配設
され、該後壁４５ｂを前後に貫通する表示用開口４５ｃを通じて前面の表示画面１７ａが
前方へ露出するようになっている。また、図示省略するが、主制御基板６０、演出制御基
板６５および表示制御基板７０は、設置部材４５の後面に配設される対応の基板ケース内
に収容されている。なお、遊技盤２０は、木材板の表面に各種絵柄等が描かれた合成樹脂
シート等を貼付けて装飾したものであってもよい。
【００１８】
　図３に示す如く、遊技盤２０の前面には、略円形状に湾曲形成した案内レール２２が配
設され、球発射装置から発射されたパチンコ球が案内レール２２により画成された誘導路
２２ａを通過して、該案内レール２２により画成された遊技領域２１を流下し得るように
なっている。遊技盤２０には、前後に貫通する装着口(図示せず)が適宜位置に開設されて
おり、各装着口に対して各種の遊技部品が前側から取り付けられている。そして、遊技領
域２１を流下するパチンコ球が、後述する入賞口３１,３２,４１,５１や球通過ゲート２
８のゲート口に入球(入賞)し得るよう構成されている。また遊技盤２０の下部には、遊技
領域２１をその最下端まで流下したパチンコ球を遊技盤２０の下方へ排出するアウト口２
５が開設されている。なお、誘導路２２ａの下端部と、後述する遊技情報表示器Ｍとは、
図１に示すように、透明な保護板２６によって前側から視認可能に覆われている。
【００１９】
　図３に示すように、遊技盤２０には、遊技領域２１内に多数の遊技釘２３が設けられて
いる。すなわち、遊技領域２１は、パチンコ球の流下方向を遊技釘２３との接触により不
規則に変化させるよう構成されている。この遊技領域２１の略中央で開口する装着口には
枠状装飾体２７(後述)が取り付けられ、該枠状装飾体２７を前後に貫通する表示窓口２７
ａを介して前記演出表示装置１７の表示画面１７ａが遊技盤２０の前面側に臨んでいる。
なお、枠状装飾体２７の表示窓口２７ａからは、図１および図３に示すように、後述する
可動演出装置９０や装飾部材４７が視認し得るようになっている。この枠状装飾体２７は
、遊技盤２０の前面より前方に突出して表示装置１７における表示画面１７ａの前方空間
と遊技領域２１とを区切る庇状部２７ｂを備えている。庇状部２７ｂは、最上部位置から
左右方向に下方傾斜するよう形成されて、遊技領域２１に打ち出されたパチンコ球が庇状
部２７ｂ上で滞ることなく枠状装飾体２７の左側方または右側方へ誘導案内されるよう形
成されている。これにより遊技領域２１は、枠状装飾体２７の左側を流下するパチンコ球
の流路である第１流下経路２１ａと、枠状装飾体２７の右側を流下するパチンコ球の流路
である第２流下経路２１ｂとに分かれており、前記球発射装置により遊技領域２１内に向
けて発射されたパチンコ球は、到達位置に応じて第１流下経路２１ａか或いは第２流下経
路２１ｂを流下するようになっている。また、遊技盤２０の中央下部に開設された装着口
には始動入賞装置３０(後述)が取り付けられており、該始動入賞装置３０が枠状装飾体２
７の下方に位置している。なお、始動入賞装置３０は、案内レール２２に沿うサイド装飾
装置５０と一体的に組み付けられて複合入賞ユニットＮＵを構成し、１つの装着口に配設
されている。更に、遊技盤２０の右下部に開設された装着口には特別入賞装置４０(後述)
が取り付けられており、該特別入賞装置４０が枠状装飾体２７の右下方に位置している。
更にまた、遊技盤２０の左右側端部に開設された装着口には球通過ゲート２８が取り付け
られており、該球通過ゲート２８が枠状装飾体２７の左右側方に位置している。
【００２０】
(始動入賞装置３０について)
　前記始動入賞装置３０の上部(第１始動入賞部)には、常に上方へ開口する常時開放タイ
プの入賞口である第１始動入賞口３１が設けられている。始動入賞装置３０には、第１始
動入賞口３１に入賞したパチンコ球を検出する入賞検出手段としての第１始動入賞検出セ
ンサＳＥ１(図２参照)を備えている。第１始動入賞検出センサＳＥ１は主制御基板６０と
電気的に接続されており、該第１始動入賞検出センサＳＥ１によるパチンコ球の検出(第
１の始動条件の成立)を契機として所定数(実施例では４個)の賞球が払い出されるように
なっている。ここで、主制御基板６０(主制御ＣＰＵ６０ａ)は、第１始動入賞検出センサ
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ＳＥ１によるパチンコ球の検出を契機として、大当り遊技状態や小当り遊技状態を生起さ
せるか否かの特図当り判定(大当り判定および小当り判定)を行うよう構成されている。そ
して、演出表示装置１７の表示画面１７ａでは、第１始動入賞検出センサＳＥ１による検
出(始動入賞)を契機として、特図当り判定の結果を示す図柄変動演出(演出用の図柄とし
ての飾図の変動表示を含む表示演出)が行われるようになっている。
【００２１】
　また、前記始動入賞装置３０の下部(第２始動入賞部)には、該始動入賞装置３０に開閉
可能に設けられた始動開閉部材３３によって開口寸法が拡大・縮小される可変タイプの入
賞口である第２始動入賞口３２が設けられている。始動入賞装置３０には、前記主制御基
板６０と電気的に接続された駆動手段としての始動入賞ソレノイドＳＬ１(図２参照)が配
設されており、この始動入賞ソレノイドＳＬ１の駆動に伴って始動開閉部材３３が、第２
始動入賞口３２を閉鎖する閉鎖位置および開放する開放位置に変位するよう構成されてい
る。なお、第２始動入賞口３２が開放位置にある場合は、当該第２始動入賞口３２へのパ
チンコ球の入賞が第１始動入賞口３１への入賞よりも容易となり、第２始動入賞口３２が
閉成位置にある場合は、当該第２始動入賞口３２へのパチンコ球の入賞が第１始動入賞口
３１への入賞よりも困難または不可能となる。また、始動入賞装置３０は、第２始動入賞
口３２に入賞したパチンコ球を検出する入賞検出手段としての第２始動入賞検出センサＳ
Ｅ２(図２参照)を備えている。第２始動入賞検出センサＳＥ２は、前記主制御基板６０と
電気的に接続されており、該第２始動入賞検出センサＳＥ２によるパチンコ球の検出(第
２の始動条件の成立)を契機として所定数(実施例では４個)の賞球が払い出されるように
なっている。ここで、主制御基板６０(主制御ＣＰＵ６０ａ)は、第２始動入賞検出センサ
ＳＥ２によるパチンコ球の検出(始動入賞)を契機として、大当り遊技状態や小当り遊技状
態を生起させるか否かの特図当り判定(大当り判定および小当り判定)を行うよう構成され
ている。そして、演出表示装置１７の表示画面１７ａでは、始動入賞(第２始動入賞検出
センサＳＥ２による検出)を契機として、特図当り判定の結果を示す図柄変動演出が行わ
れるようになっている。
【００２２】
(特別入賞装置４０について)
　前記特別入賞装置(特別入賞部)４０は、大当り抽選の結果として大当りが発生した場合
に特別入賞口４１を開閉する特別開閉部材(開閉部材)４３を備えている。特別開閉部材４
３は、駆動手段としての特別入賞ソレノイドＳＬ２(図２参照)に連係され、該特別入賞ソ
レノイドＳＬ２を駆動することで、特別開閉部材４３が特別入賞口４１へのパチンコ球の
入賞を阻止する閉位置(閉鎖位置)と該特別入賞口４１へのパチンコ球の入賞を許容する開
位置(開放位置)との間を移動するよう構成される。具体的に、特別開閉部材４３は、特別
入賞装置４０の上面に開口する特別入賞口４１の上側近傍で前後方向にスライド変位する
ものであり、閉位置で遊技盤２０前面より前側に位置して上面がパチンコ球の転動面とな
り、開位置では遊技盤２０前面より後側に前端が位置するよう構成されている。なお、特
別入賞装置４０は、特別開閉部材４３により特別入賞口４１を常には閉鎖する(入賞不能
状態とする)よう構成され、後述する当り遊技状態(大当り遊技状態や小当り遊技状態)の
発生に伴って特別入賞口４１を開放する(入賞可能状態とする)よう構成されている。すな
わち、特別入賞装置４０は、特定の遊技状態(当り遊技状態)で開放可能な入賞装置として
機能する。なお、実施例では、大当り遊技状態中の所定のタイミング(後述する特定ラウ
ンドとして定められた規定回数目のラウンド遊技)で特別入賞口４１を開放する(入賞可能
状態とする)よう構成されている。
【００２３】
　図３に示す如く、前記特別入賞装置４０の内部には、該特別入賞口４１に連通する入賞
通路４１ａと、該入賞通路４１ａから分岐する特定入球通路(特定の入球領域)４１ｂとが
設けられ、特別入賞口４１に入賞したパチンコ球が特定入球通路４１ｂに入球し得るよう
に構成されている。また、特別入賞装置４０には、特定入球通路４１ｂへ向けたパチンコ
球の移動を阻害する第１姿勢および許容する第２姿勢に変位可能な案内体(可変部材)４１
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ｃが特別入賞口４１の内部に設けられており、当該特別入賞装置４０に配設された駆動手
段としての切替えソレノイドＳＬ３(図２参照)によって当該案内体４１ｃを第１姿勢およ
び第２姿勢に変位させるよう構成されている。前記案内体４１ｃは、第１姿勢にある場合
に、特定入球通路４１ｂの球入口を閉鎖すると同時に、入賞通路４１ａを開放する。一方
、第２姿勢にある場合には、特定入球通路４１ｂの球入口を開放すると同時に、入賞通路
４１ａを途中位置で塞ぎ、入賞通路４１ａを流下して当該案内体４１ｃに接触したパチン
コ球が特定入球通路４１ｂに向かうように位置する。ここで、前記特別入賞装置４０は、
常には案内体４１ｃが第１姿勢に保持されており、切替えソレノイドＳＬ３が大当り遊技
状態中に駆動制御されることで、案内体４１ｃが大当り遊技状態中に第２姿勢に変位する
ようになっている。
【００２４】
　前記特別入賞装置４０は、図３に示す如く、前記入賞通路４１ａにおける特定入球通路
４１ｂの分岐位置より上流側に、該入賞通路４１ａを通過するパチンコ球を検出する特別
入賞検出手段としての特別入賞検出センサＳＥ３が配設されている。また特別入賞装置４
０には、特定入球通路４１ｂを通過するパチンコ球を検出する特定領域通過検出センサＳ
Ｅ５が設けられている。特別入賞検出センサＳＥ３および特定領域通過検出センサＳＥ５
は、前記主制御基板６０と電気的に接続されており(図３参照)、特別入賞検出センサＳＥ
３および特定領域通過検出センサＳＥ５がパチンコ球を検出すると、検出信号を主制御基
板６０(主制御ＣＰＵ６０ａ)に出力するよう構成される。そして、特別入賞検出センサＳ
Ｅ３からの検出信号の入力に基づいて、主制御基板６０の制御下に予め設定された数(実
施例１では１０個)の賞球が払い出されるようになっている。
【００２５】
　なお、実施例の案内体４１ｃは、後述する大当り遊技状態および小当り遊技状態の種類
に関係なく共通の変位パターン(後述)に応じて主制御基板６０(主制御ＣＰＵ６０ａ)が駆
動制御することで、第１姿勢から第２姿勢へと変位して第１姿勢に復帰するタイミングが
一定に定められている。但し、主制御基板６０(主制御ＣＰＵ６０ａ)は、変位パターンに
応じた案内体４１ｃの駆動制御の途中に所定の作動終了条件が成立した場合、その駆動制
御を終了(中止)するよう制御を行う。
【００２６】
(球通過ゲート２８について)
　前記球通過ゲート２８は、該球通過ゲート２８のゲート口を通過するパチンコ球を検出
する球通過検出センサＳＥ７が設けられている。この球通過検出センサＳＥ７は、前記主
制御基板６０と電気的に接続されており(図２参照)、該球通過検出センサＳＥ７から主制
御基板６０(主制御ＣＰＵ６０ａ)への球検出信号の入力(すなわち球通過検出センサＳＥ
７のパチンコ球の検出)に伴って各種情報(後述する普図当り判定用乱数)が取得され、こ
の取得した情報に基づいて後述する普図当り判定(普図当り抽選)が行われるよう構成され
ている。そして、この普図当り抽選の結果に応じて前記始動入賞ソレノイドＳＬ１が駆動
制御されて始動開閉部材３３が開閉動作するようになっている。
【００２７】
(サイド装飾装置５０について)
　前記サイド装飾装置５０には、３つの普通入賞口５１が設けられている。普通入賞口５
１は、前記遊技領域２１内で常に上方へ開口する常時開放タイプの入賞口とされ、遊技領
域２１を流下するパチンコ球が常時一定の確率で入賞可能に構成されている。パチンコ機
１０は、普通入賞口５１に入賞したパチンコ球を検出する普通入賞検出センサＳＥ８を備
えている。普通入賞検出センサＳＥ８は、前記主制御基板６０と電気的に接続されており
(図２参照)、普通入賞検出センサＳＥ８がパチンコ球を検出すると、検出信号を主制御基
板６０(主制御ＣＰＵ６０ａ)に出力し、該主制御基板６０の制御下に予め設定された数(
実施例では１０個)の賞球が払い出されるようになっている。なお、普通入賞検出センサ
ＳＥ８は、複数の普通入賞口５１に対応して複数設けられているが、図２では１つのみ図
示している。
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【００２８】
　ここで、遊技盤２０に設けられた図柄表示用の表示手段(遊技情報表示器Ｍおよび演出
表示装置１７)について説明する。
【００２９】
(遊技情報表示器Ｍについて)
　図２および図３に示すように、遊技盤２０には、各種の遊技情報を表示可能な遊技情報
表示器Ｍが配設されている。遊技情報表示器Ｍは、複数の表示部Ｍａ,Ｍｂ,Ｍｃ,Ｍｄ,Ｍ
ｅ,Ｍｆ,Ｍｇを備えると共に、主制御基板６０の主制御ＣＰＵ６０ａと電気的に接続され
、主制御ＣＰＵ６０ａによって表示内容(発光態様)が制御されるようになっている。遊技
情報表示器Ｍは、遊技盤２０の前面における遊技領域２１外の位置(実施例では、遊技領
域２１の左下方)に配設されることで、前記演出表示装置１７で実行される演出に注目し
ている遊技者にとって妨げにならないように構成されている。また、遊技情報表示器Ｍは
、１つの表示ユニットとして演出表示装置１７よりも表示領域が小さく構成されており、
各表示部Ｍａ,Ｍｂ,Ｍｃ,Ｍｄ,Ｍｅ,Ｍｆ,Ｍｇに表示される情報(遊技情報)をまとめて確
認することが容易となっている。なお、実施例の遊技情報表示器Ｍは、各表示部Ｍａ,Ｍ
ｂ,Ｍｃ,Ｍｄ,Ｍｅ,Ｍｆ,Ｍｇが個別に点灯制御可能な複数のＬＥＤからなる発光表示部
で構成されているが、対応する情報を表示乃至報知し得るものであれば、７セグメント表
示器やドットマトリックス、小型の液晶表示器、その他の表示手段を採用できる。
【００３０】
(特図表示部Ｍａ,Ｍｂについて)
　遊技情報表示器Ｍには、始動入賞(始動入賞口３１,３２への入賞)を契機として行われ
る特図当り判定(大当り判定、小当り判定)の結果を示す報知用の特別図柄(以下、特図と
いう)を特定可能に表示する特図表示部(図柄表示部)Ｍａ,Ｍｂが設けられている(図３参
照)。特図表示部Ｍａ,Ｍｂとしては、前記第１始動入賞口３１への入賞(第１始動入賞検
出センサＳＥ１による検出)を契機として変動表示(図柄変動)を開始した後に最終的に複
数種類の図柄(特別図柄)の内の１つを停止表示(確定表示)する複数のＬＥＤ(実施例では
４個)から構成された発光表示部としての第１特図表示部Ｍａと、第２始動入賞口３２へ
の入賞(第２始動入賞検出センサＳＥ２による検出)を契機として変動表示(図柄変動)を開
始した後に最終的に複数種類の特別図柄(以下、「特図」という)の内の１つを停止表示(
確定表示)する複数のＬＥＤ(実施例では４個)から構成された発光表示部としての第２特
図表示部Ｍｂとの２種類が設けられている。なお、第１および第２特図表示部Ｍａ,Ｍｂ
に停止表示される特図としては、大当り遊技状態が付与されることを認識し得る大当り図
柄(当り図柄)としての複数種類の特図と、小当り遊技状態が付与されることを認識し得る
小当り図柄(当り図柄)としての複数種類の特図と、はずれを認識し得るはずれ図柄として
の１種類の特図とが、各特図表示部Ｍａ,Ｍｂに対応して夫々設定されている。なお、以
下の説明では、第１特図表示部Ｍａで行われる特図変動表示(図柄変動)を「第１特図変動
表示」と称し、該第１特図変動表示の結果、第１特図表示部Ｍａに停止表示(確定表示)さ
れる特図を特図１と称する場合がある。同様に、第２特図表示部Ｍｂで行われる特図変動
表示(図柄変動)を「第２特図変動表示」と称し、該第２特図変動表示の結果、第２特図表
示部Ｍｂに停止表示(確定表示)される特図を特図２と称する場合がある。
【００３１】
　特図表示部Ｍａ,Ｍｂでの特図変動表示の変動時間および停止表示する特図の種類は、
第１および第２始動入賞検出センサＳＥ１,ＳＥ２によるパチンコ球の検出を契機として
主制御ＣＰＵ６０ａに取得される始動入賞情報(取得した乱数の値)に基づいて決定される
。具体的に、主制御ＣＰＵ６０ａは、大当り遊技状態や小当り遊技状態を付与するか否か
の決定(特図当り判定)に用いる特図当り判定用乱数の値と、特図(特図１や特図２)のうち
当り図柄(大当り図柄や小当り図柄)の決定に用いる特図決定用乱数の値と、特図変動表示
の変動時間の決定や図柄変動演出における演出種類の決定に用いる特図変動パターン振分
用乱数の値とを、第１および第２始動入賞検出センサＳＥ１,ＳＥ２によるパチンコ球の
検出タイミングに応じて取得し、主制御基板６０の主制御ＲＡＭ６０ｃに記憶する。そし
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て、主制御ＣＰＵ６０ａは、主制御ＲＡＭ６０ｃに記憶した特図当り判定用乱数の値に応
じて特図当り判定(大当り判定および小当り判定)を行う。この特図当り判定において主制
御ＣＰＵ６０ａは、大当り判定が当りの判定結果となった場合に、特図決定用乱数の値に
応じて大当り図柄としての特図を決定する。また、特図当り判定では、大当り判定がはず
れの判定結果となり、小当り判定が当りの判定結果となった場合に、大当り図柄用判定値
の値に応じて小当り図柄としての特図を決定する。一方、大当り判定および小当り判定の
各判定がはずれの判定結果となった場合には、停止表示する特図としてはずれを示す１種
類の特図を決定する。
【００３２】
　ここで、主制御ＲＯＭ６０ｂには、特図表示部Ｍａ,Ｍｂに停止表示する特図の決定に
関する複数種類の判定値が記憶されている。具体的に、主制御ＲＯＭ６０ｂには、大当り
判定で用いる判定値として、前記特図当り判定用乱数の値のうち大当り遊技状態を生起さ
せることに対応する値を特定するための大当り判定値が記憶されている。大当り判定値は
、特図当り判定用乱数の値が取り得る「０」～「６５５３５」までの全６５５３６通りの
整数の中から所定数(実施例では２０５個)の判定値が定められている。すなわち、特図表
示部Ｍａ,Ｍｂに停止表示される特図が大当り図柄となる確率(大当り確率)は、約１／３
１９．６９に設定されている。また、主制御ＲＯＭ６０ｂには、第１始動入賞口３１に対
する始動入賞を契機とした小当り判定で用いる判定値として、特図当り判定用乱数の値の
うち小当り遊技状態を生起させることに対応する値を特定するための第１の小当り判定値
が記憶されている。第１の小当り判定値は、特図当り判定用乱数の値が取り得る「０」～
「６５５３５」までの全６５５３６通りの整数の中から所定数(実施例では４１４個)の判
定値が定められている。すなわち、第１特図表示部Ｍａに停止表示される特図１が小当り
図柄となる確率(特図１の小当り確率)は、約１／１５８．３０に設定されている。更に、
主制御ＲＯＭ６０ｂには、第２始動入賞口３２に対する始動入賞を契機とした小当り判定
で用いる判定値として、特図当り判定用乱数の値のうち小当り遊技状態を生起させること
に対応する値を特定するための第２の小当り判定値が記憶されている。第２の小当り判定
値は、特図当り判定用乱数の値が取り得る「０」～「６５５３５」までの全６５５３６通
りの整数の中から所定数(実施例では７４７３個)の判定値が定められている。すなわち、
第２特図表示部Ｍｂに停止表示される特図２が小当り図柄となる確率(特図２の小当り確
率)は、約１／８．７７に設定されている。
【００３３】
　また、主制御ＲＯＭ６０ｂには、特図としての大当り図柄や小当り図柄の種類を決定す
る特図決定処理で用いる判定値として大当り図柄用判定値および小当り図柄用判定値が記
憶されている。そして、主制御ＣＰＵ６０ａは、前記特図決定用乱数の値に対応する大当
り図柄用判定値や小当り図柄用判定値に応じて、特図表示部Ｍａ,Ｍｂに停止表示する大
当り図柄または小当り図柄を決定すると共に、大当り遊技状態の種類または小当り遊技状
態の種類を大当り図柄または小当り図柄に応じて決定するようになっている。
【００３４】
　更に、主制御ＣＰＵ６０ａは、特図表示部Ｍａ,Ｍｂで実行する特図変動表示の変動時
間を特定するための特図変動パターンを、特図当り判定(大当り判定および小当り判定)の
結果と、該特図当り判定の結果に応じて決定された特図と、前記特図変動パターン振分用
乱数の値とに応じて、複数種類のうちから決定するようになっている。なお、特図変動パ
ターンは、演出表示装置１７で実行する図柄変動演出の変動時間および演出種類を特定す
る情報を含んでおり、主制御ＣＰＵ６０ａは、決定した特図変動パターンに対応する特図
変動パターン指定コマンド(制御信号)を演出制御ＣＰＵ６５ａに対し適宜のタイミング(
実施例では図柄変動演出の開始タイミング)で出力する。これにより演出制御ＣＰＵ６５
ａは、特図表示部Ｍａ,Ｍｂでの特図変動表示に対応して行う図柄変動演出の詳細な内容(
演出パターン)を主制御ＣＰＵ６０ａからの特図変動パターン指定コマンドに応じて決定
し、該図柄変動演出やこれに合わせた発光・音声・動作演出を行うべく各種演出実行手段
１７,１８,１９,９０の制御を実行する。



(11) JP 2019-72193 A 2019.5.16

10

20

30

40

50

【００３５】
(特図保留表示部Ｍｃ,Ｍｄについて)
　特図保留表示部Ｍｃ,Ｍｄは、始動入賞が生じた際に取得される始動入賞情報(各種乱数
情報)を、機内部の記憶手段(具体的には、主制御基板６０に備えられた主制御ＲＡＭ６０
ｃ)に始動保留情報(特図保留情報)として記憶する場合に、当該始動保留情報の保留数を
特定可能に表示する表示部である。ここで、前記特図保留表示部Ｍｃ,Ｍｄは、第１始動
入賞口３１にパチンコ球が入賞した際に取得される始動入賞情報(各種乱数情報)を主制御
ＲＡＭ６０ｃが第１始動保留情報として記憶した保留数を表示する第１特図保留表示部Ｍ
ｃと、第２始動入賞口３２にパチンコ球が入賞した際に取得される始動入賞情報(各種乱
数情報)を主制御ＲＡＭ６０ｃが第２始動保留情報として記憶した保留数を表示する第２
特図保留表示部Ｍｄとからなり、各特図保留表示部Ｍｃ,Ｍｄの何れも複数個の発光表示
部により構成されている。この第１始動保留情報の保留数を表示する複数のＬＥＤ(実施
例では２個)から構成された発光表示部としての第１特図保留表示部Ｍｃが設けられると
共に、該第２始動保留情報の保留数を表示する複数のＬＥＤ(実施例では２個)から構成さ
れた発光表示部としての第２特図保留表示部Ｍｄが設けられている。すなわち、第１およ
び第２特図保留表示部Ｍｃ,Ｍｄの表示内容によって、保留されている第１特図変動表示
および第２特図変動表示の回数(図柄変動演出の回数)が報知される。
【００３６】
　ここで、第１特図保留表示部Ｍｃで表示される第１始動保留情報の保留数は、第１始動
入賞口３１へパチンコ球が入賞することで１加算されると共に、第１特図変動表示(図柄
変動演出)が行われる毎に１減算される。同様に、第２特図保留表示部Ｍｄで表示される
第２始動保留情報の保留数は、第２始動入賞口３２へパチンコ球が入賞することで１加算
されると共に、第２特図変動表示(図柄変動演出)が行われる毎に１減算される。なお、第
１および第２始動保留情報の保留数には所定の上限数(実施例では何れに対しても「４」)
が設定されており、該上限数まで第１および第２始動保留情報の保留数を夫々加算し得る
よう設定されている。
【００３７】
(普図表示部Ｍｅについて)
　遊技情報表示器Ｍには、球通過検出センサＳＥ７のパチンコ球の検出(ゲート口(作動口
)へのパチンコ球の通過)を契機として変動表示を開始した後に最終的に複数種類の図柄(
普通図柄)の内の１つを停止表示(確定表示)する複数のＬＥＤ(実施例では２個)から構成
された発光表示部としての普図表示部Ｍｅが設けられている。なお、普図表示部Ｍｅに停
止表示される普通図柄(以下、「普図」という)としては、普図当り遊技状態が付与される
ことを認識し得る当り図柄としての複数種類の普図と、はずれを認識し得るはずれ表示(
はずれ図柄)としての１種類の普図とが設定されている。
【００３８】
　なお、主制御ＣＰＵ６０ａは、作動入球情報としての複数種類の乱数の値を球通過検出
センサＳＥ７によるパチンコ球の検出を契機として取得すると共に、普図表示部Ｍｅでの
普図変動表示の変動時間および停止表示する普図の種類を作動入球情報(取得した乱数の
値)に基づいて決定するよう構成されている。具体的に、主制御ＣＰＵ６０ａは、普図当
り遊技状態を付与するか否かの決定(普図当り判定)に用いる普図当り判定用乱数の値と、
普図としての当り図柄の決定に用いる普図決定用乱数の値と、普図変動表示の変動時間の
決定に用いる普図変動パターン振分用乱数の値とを、球通過検出センサＳＥ７によるパチ
ンコ球の検出タイミングに応じて取得し、主制御ＲＡＭ６０ｃに記憶する。そして、主制
御ＲＡＭ６０ｃに記憶した普図当り判定用乱数の値に応じて普図当り判定を行い、この普
図当り判定がはずれの判定結果となった場合には、停止表示する普図としてはずれを示す
１種類の普図を決定する。また、普図当り判定が当りの判定結果となった場合には、普図
決定用乱数の値に応じて当り図柄としての普図を決定する。更に、普図変動パターン振分
用乱数の値に応じて普図変動表示の変動時間を特定する普図変動パターンを複数種類のう
ちから決定する。
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【００３９】
(普図保留表示部Ｍｆについて)
　普図保留表示部Ｍｆは、球通過ゲート２８をパチンコ球が通過した際に取得される作動
入球情報(普図当り判定用乱数等の各種乱数情報)を、機内部の記憶手段(具体的には主制
御ＲＡＭ６０ｃ)に作動保留情報(普図保留情報)として記憶する場合に、当該作動保留情
報の保留数を特定可能に表示する表示部である。ここで、普図保留表示部Ｍｆは、図３に
示すように、複数のＬＥＤ(実施例では２個)により構成された発光表示部であり、該普図
保留表示部Ｍｆの表示内容によって保留されている普図の変動回数が報知される。普図保
留表示部Ｍｆで表示される作動保留記憶数は、球通過ゲート２８をパチンコ球が通過する
と１加算され、普図変動表示が開始されることにより１減算される。なお、作動保留記憶
数には所定の上限数(実施例では「４」)が設定されており、該上限数まで作動保留記憶数
を加算し得るよう設定されている。
【００４０】
(状態表示部Ｍｇについて)
　表示部Ｍｇは、パチンコ機１０における現在の遊技状態が複数種類のうち何れであるか
を判別可能に表示する表示部であって、複数個(実施例では２個)のＬＥＤにより構成され
ている。ここで、実施例のパチンコ機１０は、後述する複数種類の遊技状態を生起し得る
ことから、表示部ＭｇのＬＥＤが異なった点灯パターン(点灯位置、点灯数、点灯色等)で
点灯することで、各遊技状態が生起されていることを夫々報知するようになっている。
【００４１】
(演出表示装置１７について)
　図２に示すように、演出表示装置１７は、表示制御基板７０と電気的に接続され、表示
制御基板７０の制御によって表示内容が更新されるようになっている。なお表示制御基板
７０は、演出制御基板６５の演出制御ＣＰＵ６５ａが決定した演出パターンに応じて出力
する演出パターン指定コマンド等の制御信号に基づいて、演出表示装置１７に表示される
図柄変動演出等の表示演出の内容を制御するよう構成されている。演出表示装置１７の表
示画面１７ａには、演出用の図柄である飾図を変動表示する図柄変動領域として複数(左
図柄変動領域、中図柄変動領域および右図柄変動領域の３つ)が設定されており、始動入
賞(始動入賞口３１,３２への入賞)を契機として、各図柄変動領域の飾図が変動表示され
るようになっている。そして、各図柄変動領域に定められた有効停止位置を組み合わせた
停止図柄有効ラインに停止表示(確定表示)される飾図の図柄組み合わせを導出するように
なっている。演出表示装置１７では、飾図(図柄)の変動表示(図柄変動)が開始された後、
主制御ＣＰＵ６０ａが決定した特図変動パターンにより特定される変動時間の経過後に所
定の飾図(図柄)が有効停止位置に停止表示(確定表示)される。また、飾図の変動表示に合
わせて各種の表示演出が行われる。すなわち、演出表示装置１７で行われる図柄変動演出
(図柄変動)は、飾図の変動時間において演出表示装置１７に表示される表示演出(飾図の
変動表示を含む)である。
【００４２】
　なお、図柄変動演出では、変動時間の経過目に各図柄変動領域の有効停止位置で飾図が
仮停止表示され、その後に変動時間が経過して各飾図が停止表示(確定表示)される。ここ
で、「仮停止表示」とは、飾図を有効停止位置で変動表示する状態であり、この場合の「
変動表示」には、飾図が揺れるような表示態様や、飾図の色彩が変化するような表示態様
が含まれる。一方、「停止表示(確定表示)」とは、飾図を有効停止位置で固定的に表示す
る状態をいう。ここで、第１特図表示部Ｍａと演出表示装置１７とでは、第１特図変動表
示と該第１特図変動表示に関する図柄変動演出とが同時に開始され、特図１と飾図とが同
時に停止表示(確定表示)される。同様に、第２特図表示部Ｍｂと演出表示装置１７とでは
、第２特図変動表示と該第２特図変動表示に関する図柄変動演出とが同時に開始され、特
図２と飾図とが同時に停止表示(確定表示)される。
【００４３】
　また、前記図柄演出表示装置１７には、第１特図表示部Ｍａおよび第２特図表示部Ｍｂ
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で行われる特図変動表示の結果として表示される特図(大当り図柄、小当り図柄およびは
ずれ図柄)に応じた飾図の図柄組み合わせが表示される。なお、実施例では、特図に対す
る飾図の図柄組み合わせは一対一になっておらず、特図としての複数種類の大当り図柄に
対し飾図の図柄組み合わせが共通する複数の中から選択され、特図としての複数種類の小
当り図柄に対し飾図の図柄組み合わせが共通する複数の中から選択され、特図としての１
種類のはずれ図柄に対し飾図の図柄組み合わせが共通する複数の中から選択されるように
なっている。
【００４４】
　ここで、大当りの図柄組み合わせとして、各図柄変動領域の有効停止位置に同じ飾図が
停止表示される図柄組み合わせ(例えば、「２２２」、「７７７」等)が設定されている。
この大当り遊技状態の発生を認識できる飾図の図柄組み合わせが、演出表示装置１７にお
いて前述した特図表示部Ｍａ,Ｍｂに表示される大当り図柄に対応して表示される大当り
表示(大当りの図柄組み合わせ)となり、図柄変動演出の終了後に遊技者に有利な大当り遊
技状態が付与される。また、演出表示装置１７で変動表示される前述した基本の飾図とは
別に、特殊飾図(特殊図柄)を表示し得るよう設定されており、各図柄変動領域の有効停止
位置の何れか(例えば中図柄変動領域の有効停止位置)に特殊飾図が停止表示されることで
、所定の小当り遊技が付与されることを認識できるよう構成されている。この小当り遊技
状態の発生を認識できる飾図の図柄組み合わせが、演出表示装置１７において前述した特
図表示部Ｍａ,Ｍｂに表示される小当り図柄に対応して表示される小当り表示(小当りの図
柄組み合わせ)となり、図柄変動演出の終了後に遊技者に有利な小当り遊技状態が付与さ
れる。一方で、大当り表示および小当り表示とは異なる飾図の図柄組み合わせが、図柄演
出表示装置１７のはずれ表示(はずれの図柄組み合わせ)となる。
【００４５】
　また、図柄変動演出において、複数の図柄変動領域の内で、特定の図柄変動領域(例え
ば、左図柄変動領域および右図柄変動領域)に同じ飾図が停止表示され、かつ残りの図柄
変動領域(例えば、中図柄変動領域)が変動表示された表示(リーチ表示)となることで、リ
ーチが生起されたことを遊技者が認識し得るようになっている。具体的なリーチ表示の例
としては、左図柄変動領域および右図柄変動領域に同じ飾図が停止表示された図柄組み合
わせ(「１↓１」、「４↓４」等)となる。なお、「↓」は変動中であることを表している
。また、リーチ表示を形成する特定の図柄変動領域の飾図は、仮停止表示とされ、残りの
図柄変動領域に飾図が仮停止表示された後に、全ての図柄変動領域の飾図が停止表示(確
定表示)されるようになっている。
【００４６】
(パチンコ機１０の遊技状態について)
　実施例のパチンコ機１０は、主制御ＣＰＵ６０ａによる制御に応じて複数種類の遊技状
態を生起し得るよう構成されている。そこで以下、パチンコ機１０が生起可能な遊技状態
である有利遊技状態、大当り遊技状態および小当り遊技状態について説明する。なお、以
下の説明において、有利遊技状態、大当り遊技状態および小当り遊技状態が何れも生起さ
れていない遊技状態を「通常遊技状態」と称することがある。
【００４７】
(有利遊技状態について)
　主制御ＣＰＵ６０ａは、通常遊技状態よりも有利な有利遊技状態(特典遊技状態)を大当
り遊技状態の終了後に生起し得るよう構成されている。ここで、有利遊技状態は、前記第
２始動入賞口３２へのパチンコ球の入賞契機が通常遊技状態と較べて増加する入賞率向上
状態(始動入賞容易状態)である。具体的に、入賞率向上状態では、(1)普図変動表示の変
動時間の短縮、(2)普図当り確率を低確率から高確率に変動、(3)普図当り１回についての
第２始動入賞口３２を開放する始動開閉部材３３の開放時間を増やすこと、により第２始
動入賞口３２へのパチンコ球の入賞契機を増加することができ、上記(1)～(3)のうち何れ
かを単独で採用するか、または複数を組み合わせることができる。なお、普図当り１回に
ついての第２始動入賞口３２を開放する始動開閉部材３３の開放時間を増やすに際しては
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、始動開閉部材３３の開放時間を単純に延長することで実現してもよく、また始動開閉部
材３３の開放回数を増やすことで実現することもでき、またこれらを複合させてもよい。
また、実施例では、入賞率向上状態を、変短状態と称すると共に、上記(1)～(3)の全てを
採用することで第２始動入賞口３２へのパチンコ球の入賞契機を増加させる状態とする。
この他、以下の記載では理解容易のため、通常遊技状態(すなわち、変短状態が付与され
ていない遊技状態のうち大当り遊技状態および小当り遊技状態を除く遊技状態)のことを
「非変短状態」と称することがある。
【００４８】
　主制御ＣＰＵ６０ａは、当り図柄(大当り図柄および小当り図柄)の種類と、特図当り判
定(大当り判定または小当り判定)が当りとなった時点での遊技状態とに応じて、変短状態
を生起させる特図変動表示(図柄変動演出)の変動回数(以下、変短回数という)を決定する
よう構成されている。すなわち、主制御ＣＰＵ６０ａは、大当り判定が当りの判定結果と
なった場合に、該大当り判定の判定結果に応じて決定された大当り図柄の種類と、該大当
り判定が実行される時点での遊技状態とに基づいて、大当り遊技状態の終了後の変短回数
を決定する。また主制御ＣＰＵ６０ａは、小当り判定が当りの判定結果となったことに応
じて小当り遊技状態を生起させ、かつこの小当り遊技状態において大当り遊技状態に発展
する契機(具体的には、前記特定領域へのパチンコ球の通過)が生じた場合に、該小当り判
定の判定結果に応じて決定された小当り図柄の種類と、該小当り判定が実行される時点で
の遊技状態とに基づいて、小当り遊技状態から発展した大当り遊技状態の終了後の変短回
数を決定するよう構成されている。但し、実施例では、主制御ＲＯＭ６０ｂ(記憶手段)に
変短回数が１種類(７７回)のみ記憶されており、主制御ＣＰＵ６０ａは、当り図柄(大当
り図柄および小当り図柄)の種類が何れであるか、および特図当り判定(大当り判定または
小当り判定)が当りとなった時点での遊技状態が何れであるかに関わらず、変短回数を同
一(７７回)に決定するようになっている。
【００４９】
　ここで、主制御ＣＰＵ６０ａは、大当り遊技状態の終了後における特図変動表示の実行
回数(第１特図変動表示および第２特図変動表示の合計変動回数)を計数するよう構成され
ている(特別図柄変動計数手段としての機能を有している)。そして、主制御ＣＰＵ６０ａ
は、特図変動表示の合計変動回数に対応する計数値を主制御ＲＡＭ６０ｃに記憶すると共
に、該計数値が所定回数(変短回数である７７回)に達したことに応じて変短状態を終了さ
せるように構成されている。また、主制御ＣＰＵ６０ａは、大当り遊技状態の終了後にお
ける特図変動表示の合計変動回数(計数値)が変短回数に達する前に大当り遊技状態を生起
させる場合に、該合計変動回数の計数を中止して変短状態を終了させるように構成されて
いる。すなわち、変短状態は、大当り遊技状態の終了後における最初の特図変動表示の開
始タイミングで開始条件が成立すると共に、変短回数に対応する所定回数(７７回)の特図
変動表示(図柄変動)が終了するか、または該所定回数の特図変動表示が終了する前に大当
り遊技状態が生起されることに応じて、終了条件が成立する。なお、主制御ＣＰＵ６０ａ
は、変態状態の開始条件が成立した場合に、主制御ＲＡＭ６０ｃに記憶される変短フラグ
の値を「０」から「１」に変更すると共に、変短状態の終了条件が成立した場合に、変短
フラグの値を「１」から「０」に変更することで、遊技状態が変短状態であるか否かを変
短フラグの値により主制御ＲＡＭ６０ｃに記憶するよう構成されている。また、主制御Ｃ
ＰＵ６０ａは、変短フラグを「０」から「１」に変更する場合に、変短状態の開始を示す
変短開始コマンドを演出制御ＣＰＵ６５ａに出力すると共に、変短フラグを「１」から「
０」に変更する場合に、変短状態の終了を示す変短終了コマンドを演出制御ＣＰＵ６５ａ
に出力するよう構成されている。
【００５０】
　なお、前記所定回数(変短回数)の特図変動表示が終了する前に新たに大当り遊技状態が
生起された場合には、新たに生起された大当り遊技状態の終了後に再び変短状態が生起さ
れ、特図変動表示の合計変動回数の計数が新たに開始される。一方、前記所定回数の特図
変動表示が終了する前に小当り遊技状態が生起されたとしても特図変動表示の合計変動回
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数の計数は継続される。すなわち、小当り遊技状態が生起されることのみを条件として該
変短状態が終了されることはない。
【００５１】
(大当り遊技状態について)
　主制御ＣＰＵ６０ａは、始動入賞(始動入賞検出センサＳＥ１,ＳＥ２によるパチンコ球
の検出)を契機として、特別入賞口４１へのパチンコ球の入賞が可能な大当り遊技状態(大
当り)を生起可能に構成されている。大当り遊技状態は、始動入賞を契機とする特図変動
表示の結果として大当り図柄に対応する特図が特図表示部Ｍａ,Ｍｂに停止表示された後
に、主制御ＣＰＵ６０ａにより生起される。この大当り遊技状態では、特別入賞装置４０
の特別開閉部材４３を開放するラウンド遊技を規定ラウンド数(実施例では９回または１
６回)だけ実行するようになっている。１回のラウンド遊技は、特別入賞口４１に規定入
賞個数(実施例では９個)のパチンコ球が入賞するか、あるいは各ラウンド遊技の開始から
規定のラウンド遊技時間(実施例では２５０００ｍｓ)が経過することで終了する。また大
当り遊技状態は、複数回のラウンド遊技の他に、最初のラウンド遊技の直前期間であって
大当り遊技状態の開始を示すオープニング演出が実行されるオープニング期間と、最後の
ラウンド遊技の終了後期間であって大当り遊技状態の終了を示すエンディング演出が実行
されるエンディング期間と、特別開閉部材４３が閉鎖状態となる期間であって各ラウンド
遊技の間や最終回目のラウンド遊技とエンディング期間との間に設定されるインターバル
期間とを含んでいる。
【００５２】
　ここで、主制御ＲＯＭ６０ｂ(記憶手段)には、大当り遊技状態の各ラウンド遊技におけ
る特別開閉部材４３の開閉動作パターンとして１種類が記憶され、主制御ＣＰＵ６０ａは
、大当り遊技状態の種類や何回目のラウンド遊技であるか等に関わらず、各ラウンド遊技
において１種類の開閉動作パターンに応じて特別入賞ソレノイドＳＬ２を駆動状態(励磁
状態)とすることで特別開閉部材４３を開放させるように構成されている(図１０参照)。
なお、実施例において１種類の開閉動作パターンは、パチンコ球を所定間隔で連続的に発
射した条件において前記規定入賞個数(９個)のパチンコ球が入賞可能な時間(実施例では
、ラウンド遊技時間と同じ２５０００ｍｓ)に亘って開放を継続し得ることを示す時間情
報により構成されている。
【００５３】
　主制御ＣＰＵ６０ａは、大当り判定が当りとなったことを契機として、遊技者に対する
価値の異なる複数種類の大当り遊技状態の中から１つの大当り遊技状態を決定し、その決
定した大当り遊技状態を生起させる。ここで、主制御ＣＰＵ６０ａは、ラウンド遊技の実
行回数である規定ラウンド数(９回または１６回)の相違により、複数種類(実施例では２
種類)の大当り遊技状態を生起可能とされている。すなわち、主制御ＣＰＵ６０ａは、規
定ラウンド数が９回の大当り遊技状態である９ラウンド大当りと、規定ラウンド数が１６
回である１６ラウンド大当りとを生起可能に構成されている。
【００５４】
　ここで、主制御ＣＰＵ６０ａは、小当り判定が当りとなったことに応じて生起させた小
当り遊技状態において特別入賞口４１に入賞したパチンコ球が前記特定領域を通過したこ
と(特定領域通過検出センサＳＥ６により検出されたこと)を契機として、当該小当り遊技
状態を大当り遊技状態に発展させるようになっている。この場合に、前記特定領域への通
過を契機として発展した大当り遊技状態(１６ラウンド大当りまたは９ラウンド大当り)は
、前記特定領域へのパチンコ球の通過が生じた小当り遊技状態が１回目のラウンド遊技と
してカウントされ、以降、ラウンド遊技の実行回数が２回目からカウントされる。このた
め、小当り遊技状態は、パチンコ球を特別入賞口４１に入賞させて該パチンコ球の前記特
定領域へのパチンコ球の通過(大当り遊技状態に発展する契機の獲得)を狙うことが可能な
「契機獲得遊技状態」と言い換えることができ、また、該小当り遊技状態での前記特定領
域へのパチンコ球の通過を契機とする大当り遊技状態における２回目のラウンド遊技の開
始以降の期間は、各ラウンド遊技において特別入賞口４１への規定入賞数のパチンコ球の
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入賞に伴う賞球払い出しによる利益の獲得を狙うことが可能な「利益獲得遊技状態」と言
い換えることができる。なお、前記特定領域へのパチンコ球の通過を契機とする大当り遊
技状態を１６ラウンド大当りおよび９ラウンド大当りの何れとするかは、小当り判定が当
りとなった場合に決定される小当り図柄の種類に応じて決定される。
【００５５】
（小当り遊技状態について）
　主制御ＣＰＵ６０ａは、始動入賞(始動入賞検出センサＳＥ１,ＳＥ２によるパチンコ球
の検出)を契機として、特別入賞口４１へのパチンコ球の入賞が可能な小当り遊技状態(契
機獲得遊技状態)を生起可能に構成されている。主制御ＣＰＵ６０ａは、始動入賞口３１,
３２へのパチンコ球の入賞を契機とする特図変動表示の結果として小当り図柄に対応する
特図が特図表示部Ｍａ,Ｍｂに停止表示された後に、小当り遊技状態(小当り)を生起させ
る。
【００５６】
　小当り遊技状態は、特別入賞口４１の開放状態が生起されると共に小当り演出が実行さ
れる本期間と、この本期間の直前期間であって小当り遊技状態の開始を示すオープニング
演出が実行されるオープニング期間と、本期間の直後期間であって小当り遊技状態の終了
を示すエンディング演出が実行されるエンディング期間とに区分可能であり、主制御ＲＯ
Ｍ６０ｂには、オープニング期間、本期間およびエンディング期間に対応する時間情報が
記憶されている。そして、主制御ＣＰＵ６０ａが、主制御ＲＯＭ６０ｂに記憶された時間
情報に基づいて小当り遊技状態を生起させるようになっている。小当り遊技状態における
本期間では、主制御ＣＰＵ６０ａが特別入賞ソレノイドＳＬ２を所定の開放動作パターン
に応じて駆動することで特別開閉部材４３が一時的に開放され、これにより特別入賞口４
１へのパチンコ球の入賞が可能になる。そして、特別入賞口４１に入賞したパチンコ球が
前記特定領域および前記排出領域の何れかを通過するようになっている。
【００５７】
　主制御ＲＯＭ６０ｂには、小当り遊技状態における特別開閉部材４３の開放タイミング
および閉鎖タイミングを特定する開放動作パターンが複数種類(実施例では２種類)記憶さ
れている。特別開閉部材４３の開放動作パターンとしては具体的に、特別開閉部材４３が
開放動作を１回行う第１開放動作パターンと、特別開閉部材４３が開放動作を２回行う第
２開放動作パターンとが設定されている。そして、特別開閉部材４３が第１開放動作パタ
ーンにより動作する場合と第２開放動作パターンにより動作する場合とでは、小当り遊技
状態において前記特定領域をパチンコ球が通過する確率が異なるようになっている(特別
開閉部材４３が第２開放動作パターンにより動作する場合の方が、第１開放動作パターン
により動作する場合よりもパチンコ球が特定領域を通過する確率が高くなるよう設定され
ている)。
【００５８】
　すなわち、実施例の主制御ＣＰＵ６０ａは、始動入賞口３１,３２へのパチンコ球の入
賞を契機として、特別入賞口４１へのパチンコ球の入賞が可能な小当り遊技状態(契機獲
得遊技状態)を特図変動表示(図柄変動演出)の終了後に生起させる第１生起手段として機
能している。また、実施例の主制御ＣＰＵ６０ａは、小当り遊技状態における特定領域(
特定領域通過検出センサＳＥ５の検出位置)へのパチンコ球の通過を契機として、大当り
遊技状態における２回目以降のラウンド遊技(利益獲得遊技状態)を生起させる第２生起手
段として機能している。更に、実施例の主制御ＣＰＵ６０ａは、大当り遊技状態の終了後
における所定回数(変短回数)の特図変動表示(図柄変動演出)が行われる期間に亘って、通
常遊技状態よりも有利な変短状態(有利遊技状態)を生起させる第３生起手段として機能し
ている。
【００５９】
(演出制御について)
　次に、パチンコ機１０における演出制御について説明する。前記演出制御基板６５に備
えられる演出制御ＣＰＵ６５ａは、主制御ＣＰＵ６０ａから出力される各種の制御信号(
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制御コマンド)に基づいて該主制御ＣＰＵ６０ａの制御状態に関する情報を得ると共に、
該主制御ＣＰＵ６０ａの制御状態に合わせて演出を決定・実行するよう構成されている。
ここで、演出制御ＣＰＵ６５ａは、特図変動表示の開始タイミングで主制御ＣＰＵ６０ａ
から出力される特図変動パターン指定コマンドを入力することにより、図柄変動演出の大
まかな種類(変動時間等)と、該図柄変動演出の開始タイミングと、該図柄変動演出の結果
に対応する特図の種類とを特定する。そして、図柄変動演出の具体的な演出内容(演出パ
ターン)を演出制御ＲＯＭ６５ｂに記憶される複数種類のうちから決定し、決定した演出
パターンに対応する演出パターン指定コマンドを表示制御ＣＰＵ７０ａに出力して演出表
示装置１７での図柄変動演出を開始させる。また、特図変動表示の終了タイミングで主制
御ＣＰＵ６０ａから出力される確定コマンドを入力することにより、実行中の図柄変動演
出の終了タイミングを特定すると共に、該実行中の図柄変動演出の終了を指示する制御信
号を表示制御基板７０に出力する。
【００６０】
　小当り遊技状態に関して演出制御ＣＰＵ６５ａは、小当り遊技状態におけるオープニン
グ期間の開始タイミングで主制御ＣＰＵ６０ａから出力される小当り開始コマンドを入力
することにより、小当り遊技状態の開始タイミングを特定すると共に、特図(小当り図柄)
に応じて小当り演出(オープニング演出、本演出およびエンディング演出)の演出内容(小
当り演出パターン)を演出制御ＲＯＭ６５ｂに記憶される複数種類のうちから決定し、決
定した小当り演出に対応する小当り演出パターンコマンドを表示制御ＣＰＵ７０ａに出力
して演出表示装置１７での小当り演出を開始させる。また、小当り遊技状態におけるエン
ディング期間の終了タイミングで主制御ＣＰＵ６０ａから出力される小当り終了コマンド
を入力することにより、実行中の小当り演出(エンディング演出)の終了タイミングを特定
すると共に、該実行中の小当り演出(エンディング演出)の終了を指示する制御信号を表示
制御ＣＰＵ７０ａに出力する。更に、演出制御ＣＰＵ６５ａは、小当り遊技状態における
本期間の終了タイミングで主制御ＣＰＵ６０ａから出力される本期間終了コマンドを入力
することにより、実行中の本演出の終了タイミングを特定すると共に、該実行中の本演出
の終了を指示する制御信号を表示制御ＣＰＵ７０ａに出力する。更にまた、演出制御ＣＰ
Ｕ６５ａは、小当り遊技状態中(本期間中)における特定領域通過検出センサＳＥ５による
検出(前記特定領域へのパチンコ球の通過)が発生した場合に主制御ＣＰＵ６０ａから出力
される特定領域通過コマンドを入力することにより、当該小当り遊技状態が大当り遊技状
態に発展すること(小当り遊技状態を１回目のラウンド遊技として２回目以降のラウンド
遊技に継続すること)を特定する。
【００６１】
　大当り遊技状態に関して演出制御ＣＰＵ６５ａは、大当り遊技状態におけるオープニン
グ期間の開始タイミングで主制御ＣＰＵ６０ａから出力される大当り開始コマンドを入力
することにより、大当り遊技状態の開始タイミングを特定すると共に、特図(大当り図柄)
に応じて大当り演出(オープニング演出、ラウンド演出、インターバル演出およびエンデ
ィング演出)の演出内容(大当り演出パターン)を演出制御ＲＯＭ６５ｂに記憶される複数
種類のうちから決定し、決定した大当り演出に対応する大当り演出パターンコマンドを表
示制御ＣＰＵ７０ａに出力して演出表示装置１７での大当り演出を開始させる。また、大
当り遊技状態におけるエンディング期間の終了タイミングで主制御ＣＰＵ６０ａから出力
される大当り終了コマンドを入力することにより、実行中の大当り演出(エンディング演
出)の終了タイミングを特定すると共に、該実行中の図柄変動演出の終了を指示する制御
信号を表示制御ＣＰＵ７０ａに出力する。更に、演出制御ＣＰＵ６５ａは、特別入賞口４
１の開放タイミングで主制御ＣＰＵ６０ａから出力される開放コマンドを入力することに
よりラウンド遊技の開始タイミングを特定してラウンド演出の開始を指示する制御信号を
表示制御ＣＰＵ７０ａに出力すると共に、該開放コマンドの種類に応じて何回目のラウン
ド遊技であるかを特定する。更にまた、特別入賞口４１の閉鎖タイミングで主制御ＣＰＵ
６０ａから出力される閉鎖コマンドを入力することにより、ラウンド遊技の終了およびイ
ンターバル期間の開始を特定すると共に、対応するインターバル演出の開始を指示する制
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御信号を表示制御ＣＰＵ７０ａに出力する。
【００６２】
　また、演出制御ＣＰＵ６５ａは、主制御ＣＰＵ６０ａからの変短開始コマンドを入力し
た場合に、演出制御ＲＡＭ６５ｃに記憶されるサブ変短フラグの値を「０」から「１」に
変更すると共に、主制御ＣＰＵ６０ａからの変短終了コマンドを入力した場合に、サブ変
短フラグの値を「１」から「０」に変更することで、遊技状態が変短状態であるか否かを
サブ変短フラグの値により記憶するよう構成されている。これに加え、演出制御ＣＰＵ６
５ａは、大当り遊技状態の終了後、サブ変短フラグの値を「１」とする状態における特図
変動パターン指定コマンド(主制御ＣＰＵ６０ａからの特定の制御信号)の入力回数に応じ
て、変短状態における図柄変動演出(特図変動表示)の合計変動回数を計数するよう構成さ
れている(飾図変動計数手段としての機能を有している)。そして、演出制御ＣＰＵ６５ａ
は、前記合計変動回数に対応する計数値を演出制御ＲＡＭ６５ｃに記憶するようになって
いる。
【００６３】
(可動演出装置９０の動作演出について)
　ここで、演出制御ＣＰＵ６５ａは、演出実行手段としての可動演出装置９０を演出実行
条件の成立に基づいて駆動制御することで、該可動演出装置９０に動作演出を実行させる
よう構成されている。詳細な構造については後述するが、可動演出装置９０は、上下２つ
の可動体９１,９２を備えており、各可動体９１,９２が互いに離間した待機位置から互い
に近接する動作位置に移動するか否かの集合動作演出と、この集合動作演出において動作
位置に移動した上下の可動体９１,９２を待機位置とは異なる側へ移動させる特定動作演
出とを実行可能に構成されている。
【００６４】
　演出制御ＣＰＵ６５ａは、可動演出装置９０による集合動作演出および特定動作演出の
実行可否を、前述した演出パターン、大当り演出パターン、小当り演出パターン等に応じ
て決定するようになっている。実施例では、集合動作演出において上下の可動体９１,９
２が動作位置に移動することなく当該演出を終了する場合よりも、動作位置に移動して当
該演出を終了する場合の方が、遊技者に有利な遊技結果となる期待度が高くなると共に、
集合動作演出のみが行われる場合よりも、集合動作演出の後に続けて特定動作演出が行わ
れる場合の方が、遊技者に有利な遊技結果となる期待度が高くなるよう設定されている。
【００６５】
　ここで、演出制御ＣＰＵ６５ａは、図柄変動演出の実行期間中において集合動作演出や
特定動作演出を可動演出装置９０に行わせることで、大当り遊技状態を付与するか否かを
示唆または報知するよう構成されている。また、演出制御ＣＰＵ６５ａは、大当り遊技状
態において集合動作演出や特定動作演出を可動演出装置９０に行わせることで、大当り遊
技状態のラウンド遊技が９回で終了するか、１０回目以降に継続するかを示唆または報知
する構成されている。更に、演出制御ＣＰＵ６５ａは、小当り遊技状態において集合動作
演出や特定動作演出を可動演出装置９０に行わせることで、大当り遊技状態(２回目以降
のラウンド遊技)に継続し易いか否かや、大当り遊技状態(２回目以降のラウンド遊技)に
継続する条件が成立したか否かを示唆または報知する構成されている。
【００６６】
(可動演出装置９０について)
　以下、演出実行手段の１つである可動演出装置９０の構造について、図３～図９を参照
しながら説明する。可動演出装置９０は、図３～図６に示すように、前記演出制御ＣＰＵ
６５ａによる駆動制御に応じて動作演出(前述した集合動作演出および特定動作演出)を行
うよう構成され、前記表示窓口２７ａを通じて遊技盤２０の前方から視認し得るよう設置
部材４５の収容空間４５ａに配設されている。この可動演出装置９０は、前面に意匠が形
成された演出用の可動体９１,９２と、可動体９１,９２を支持する可動式の支持機構１０
５,１１９と、設置部材４５に取り付けられて支持機構１０５,１１９を動作させる昇降駆
動機構１００とを備えており、支持機構１０５,１１９の動作によって該可動体９１,９２
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が待機位置・動作位置に変位するように構成されている。
【００６７】
　可動演出装置９０は、上下２つの可動体９１,９２(上可動体９１および下可動体９２)
を備えており、各可動体９１,９２が表示画面１７ａの前上方および前下方に位置して互
いに離間する状態(図１および図４(ａ)に示す分離状態)と、各可動体９１,９２が表示画
面１７ａの前方に重なる位置で近接または当接する状態(図３および図６(ａ)に示す集合
状態)とに変化する。すなわち、可動演出装置９０は、表示画面１７ａの前上方の待機位
置にある上可動体９１が動作位置に向けて下降動作を行うと共に、表示画面１７ａの前下
方の待機位置にある下可動体９２が動作位置に向けて上昇動作を行うことで、移動範囲の
下端位置(動作位置)に変位した上可動体９１と、移動範囲の上端位置(動作位置)に変位し
た下可動体９２とが表示画面１７ａの前方で集合するようになっている。そして、集合状
態では、上可動体９１の待機位置側の外縁(上縁)と下可動体９２の待機位置側の外縁(下
縁)とが連なって、両可動体９１,９２が略円形の外周縁を有する１つの意匠体(以下「集
合意匠体Ｄ」という)を構成するようになっている。
【００６８】
　可動演出装置９０は、集合意匠体Ｄをなす複数の構成部９３ａ,９３ｂ,９３ｂ,９４,９
４,９５によって上下の可動体９１,９２を構成しており、支持機構(上支持機構１０５お
よび下支持機構１１９)が上可動体９１および下可動体９２を待機位置および動作位置の
間で変位させる動作を行う場合に、上下の可動体９１,９２毎に構成部９３ａ,９３ｂ,９
３ｂ,９４,９４,９５の相対位置を変化させることで、結果的に各可動体９１,９２の外観
が変化するようになっている。各可動体９１,９２は、集合状態では、待機位置側の外縁
が１つの円弧状に連なる略半円形の特定姿勢(図３および図６(ａ)参照)となる一方、分離
状態では、待機位置側の外縁が蛇行状に連なって集合状態の場合よりも上下寸法が小さい
横長の非特定姿勢(図１および図４(ａ)参照)となる。そして、両可動体９１,９２は、各
々が特定姿勢となる集合状態において複数の構成部(外周構成部)９３ａ,９３ｂ,９３ｂ,
９４,９４が１つの構成部(中央構成部)９５の周囲を囲む環状に配列された状態となって
前記集合意匠体Ｄを構成する一方、各々が非特定姿勢となる分離状態では、複数の構成部
９３ａ,９３ｂ,９３ｂ,９４,９４,９５が前記集合意匠体Ｄを構成する場合とは異なる相
対位置に変位して、各可動体９１,９２毎に横並びで位置するようになっている。すなわ
ち、可動演出装置９０は、待機位置にある各可動体９１,９２から前記集合意匠体Ｄの外
観を容易に予測できない構成となっており、意外性のある動作演出を表現可能となってい
る。
【００６９】
　ここで、可動演出装置９０は、上下の可動体９１,９２を待機位置および動作位置の間
で直線的に移動させる集合動作演出を行うよう構成されている。この集合動作演出におい
て、可動演出装置９０は、待機位置にある上下の可動体９１,９２を動作位置に向けて移
動させ、各可動体９１,９２が動作位置に到達して集合意匠体Ｄを構成するか、または動
作位置に到達することなく(集合意匠体Ｄを構成することなく)途中で移動方向を逆向きに
転向して待機位置に復帰するようになっている。
【００７０】
　また、可動演出装置９０は、前記集合動作演出に続けて、前記集合意匠体Ｄを構成して
いる(集合状態にある)両可動体９１,９２を待機位置に向けた移動方向(上下方向)と交差
する方向へ向けて一体的に移動させる特定動作演出を行うよう構成されている。この特定
動作演出において、可動演出装置９０は、中央構成部９５の周囲に配列される複数の外周
構成部９３ａ,９３ｂ,９３ｂ,９４,９４が、後述する回動モータ１０８の動力に応じて回
動動作するよう構成されている。ここで、複数の外周構成部９３ａ,９３ｂ,９３ｂ,９４,
９４の特定動作演出による動作方向(図６(ａ)に矢印ＴＤで示す方向であり、以下「特定
動作方向ＴＤ」という)は、集合状態において外周構成部９３ａ,９３ｂ,９３ｂ,９４,９
４(後述する可動部)が集合意匠体Ｄを構成する場合の配列方向(中心点Ｐを基準とする円
周方向)であり、実施例では、集合意匠体Ｄの外周縁の延在方向(または、中央構成部９５
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の外周縁の延在方向)と略等しくなっている。そして、両可動体９１,９２を構成する各外
周構成部９３ａ,９３ｂ,９３ｂ,９４,９４が中央構成部９５の周囲で特定動作方向ＴＤへ
の一体的なスライド動作を行うことで、前記集合意匠体Ｄが、その外周縁により形成され
る円の中心点Ｐ(図６(ｂ)および図７参照)を中心として回動するインパクトのある動作演
出を表現し得るように構成されている。但し、後述するように、各外周構成部９３ａ,９
３ｂ,９３ｂ,９４,９４の特定動作方向ＴＤへの移動は、両可動体９１,９２が動作位置に
ある状態でのみ可能となっており、両可動体９１,９２が待機位置にある状態では、周囲
の部材(例えば、図３に示す装飾部材４７)との接触を防ぐため、支持機構１０５,１１９
によって物理的に規制されるようになっている。なお、図４～図６では、待機位置にある
上可動体９１(外周構成部９３ａ,９３ｂ,９３ｂ)と近接するよう収容空間４５ａに配設さ
れている装飾部材４７についての図示を省略している。ここで、以下の記載では、外周構
成部９３ａ,９３ｂ,９３ｂ,９４,９４のうちで上可動体９１を構成するものを「上可動部
９３ａ,９３ｂ,９３ｂ」とし、下可動体９２を構成するものを「下可動部９４,９４」と
して区別することがある。
【００７１】
(昇降駆動機構１００について)
　ここで、可動演出装置９０の具体的な構成に関し、先ず昇降駆動機構１００について説
明する。図４～図６に示すように、設置部材４５の内側の収容空間４５ａには、送りねじ
を構成する昇降駆動機構１００が表示用開口４５ｃの左右両側に夫々配設されている。こ
こで、左側の昇降駆動機構１００は、支持機構１０５,１１９(上可動体９１を支持する上
支持機構１０５および下可動体９２を支持する下支持機構１１９)の左端部に上下方向の
動力を付与するものであり、右側の昇降駆動機構１００は、支持機構１０５,１１９の右
端部に上下方向の動力を付与するものである。すなわち、可動演出装置９０は、左右の昇
降駆動機構１００に跨るように配設された支持機構１０５,１１９を、各昇降駆動機構１
００が協働して上下方向に移動させるように構成されている。なお、左右の各昇降駆動機
構１００は基本的に同じ構成となっている。
【００７２】
　図４～図６に示すように、昇降駆動機構１００は、上可動体９１および下可動体９２を
待機位置と動作位置との間で移動させる動力を支持機構１０５,１１９に付与する昇降モ
ータ(第１の駆動源)１０１と、両可動体９１,９２の接近・離間方向(上下方向)に延在す
ると共に外周面にねじ山が形成されたねじ軸１０２と、ねじ軸１０２の延在方向(上下方
向)に沿う支持機構１０５,１１９の移動(具体的には、後述する上昇降板１０６および下
昇降板１２０の昇降)を案内するガイドレール１０３と、昇降モータ１０１による動力を
ねじ軸１０２に伝達するギヤ群(図示せず)とを備えている。なお、ギヤ群は、昇降モータ
１０１の駆動軸と共に回転する第１ギヤと、この第１ギヤに連動する第２ギヤおよび第３
ギヤとを備えており、円板状の第３ギヤの中心部がねじ軸１０２の上端部に固定されてい
る。すなわち、昇降駆動機構１００は、昇降モータ１０１の動力でねじ軸１０２をその外
周方向に回転させることにより、支持機構１０５,１１９をガイドレール１０３に沿って
上下方向に移動させ、この支持機構１０５,１１９に支持された可動体９１,９２を上下方
向に接近・離間させる構成となっている。なお、ねじ軸１０２の外周面に形成されたねじ
山は、上可動体９１を昇降させる上側部分１０２ａと、下可動体９２を昇降させる下側部
分１０２ｂとで逆回りに螺回しており、ねじ軸１０２が正回転する場合に、各可動体９１
,９２が互いに接近する方向に(動作位置に向けて)移動し、逆回転する場合に、各可動体
９１,９２が互いに離間する方向に(待機位置に向けて)移動する。
【００７３】
　図４～図６に示すように、ねじ軸１０２における上側部分１０２ａおよび下側部分１０
２ｂの間には、上支持機構１０５の後述する前昇降板１１０の下降を規制するためのスト
ッパ部材１０４が設けられている。ストッパ部材１０４は、上面がねじ軸１０２の延在方
向に直交する水平面となっており、ねじ軸１０２が正回転する場合(上可動体９１が動作
位置に下降する場合)に、前昇降板１１０の後述する当接部１１３(図４～図６参照)がス
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トッパ部材１０４の上面に当接するよう構成されている。
【００７４】
(上可動体９１について)
　次に、上可動体９１について説明する。上可動体９１は、左右方向の中央に位置する上
可動部(可動部)９３ａと、この中央の上可動部９３ａの左右両側に位置する上可動部(別
の可動部)９３ｂ,９３ｂとにより構成されている。各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂは、
前方に開口する箱状の基部９７(図７(ａ)参照)と、基部９７の前方開口を塞ぐと共に前面
に意匠が形成された表面板９６(図４(ａ)、図５(ａ)および図６(ａ)参照)とを備えている
。また、各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂは、表面板９６の中央部が、基部９７に対して
回転可能な円形の回転板９６ａにより構成されており、上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂ毎
に内蔵した個別駆動機構(詳細な説明は省略する)によって回転板９６ａを回転させ得るよ
う構成されている。ここで、中央の可動部９３ａは、基部９７の後面に後述する連係凹部
９７ａを備える点で左右の可動部９３ｂ,９３ｂと異なっており、左右の可動部９３ｂ,９
３ｂは、後述する可動装飾片９６ｂを備える点で中央の可動部９３ａと異なっている。
【００７５】
　図４(ａ)、図５(ａ)、図６(ａ)および図７(ａ)に示すように、左右の可動部９３ｂ,９
３ｂは、その意匠の一部を構成する可動装飾片９６ｂを備えている。この可動装飾片９６
ｂは、有色透明の光透過性素材からなる板状部材であって、基部９７の外周部に対して前
後方向の軸線を中心に揺動可能に枢支され、回転板９６ａの前方位置と、回転板９６ａの
外周側とに変位可能に構成されると共に、図示しないコイルバネによって回転板９６ａの
外周側へ向けて付勢されている。ここで、可動装飾片９６ｂは、上可動体９１が待機位置
にある場合には、設置部材４５の内側面に当接することでコイルバネの付勢力に逆らって
回転板９６ａの前方位置まで押された状態に収納される(図４(ａ)および図５(ａ)に示す
状態となる)一方、上下の可動体９１,９２が集合状態となったときには、コイルバネの付
勢力に従って回転板９６ａの外周側へ揺動し、各可動体９１,９２の間に生じる隙間を前
側から覆う(図６(ａ)および図７(ａ)に示す状態となる)ように構成されている。すなわち
、可動装飾片９６ｂは、複数の可動体９１,９２を集合させて集合意匠体Ｄを構成する際
に、各可動体９１,９２の隙間を覆って一体感を高めるよう機能するものである。なお、
可動装飾片９６ｂを下可動体９２に設けるようにしてもよい。
【００７６】
　図４(ａ)、図５(ａ)および図６(ａ)に示すように、中央の上可動部９３ａを構成する基
部９７の左右上部には、左右の上可動部９３ｂ,９３ｂを前後方向の軸線を中心として揺
動可能に支持する上可動軸部９８が設けられている。これにより、各上可動部９３ａ,９
３ｂ,９３ｂは、上可動軸部９８より下側の部位が互いに近接して各上縁が円弧状に連な
る特定姿勢(図６(ａ)参照)と、上可動軸部９８より下側の部位が互いに離間して各上縁が
蛇行状に連なる横並びの非特定姿勢(図４(ａ)参照)とに変化可能に構成される。ここで、
上可動軸部９８は、各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂが前記特定動作方向ＴＤへの移動を
行っていない状態で、上支持機構１０５の後述する上揺動軸部１１４(図４(ｂ)、図５(ｂ
)および図６(ｂ)参照)の前方に位置しており、この場合の左右の上可動部９３ｂ,９３ｂ
の揺動中心(軸線)が、上支持機構１０５の後述する左右の上揺動板１１５,１１５の揺動
中心(軸線)と概ね一致している。すなわち、上可動体９１は、上揺動板１１５,１１５の
揺動動作に応じて左右の上可動部９３ｂ,９３ｂを揺動させることでその姿勢(特定姿勢・
非特定姿勢)を変化させるようになっている。なお、各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂが
特定動作方向ＴＤへの移動を行っている状態では、上可動軸部９８が上揺動板１１５,１
１５の揺動中心(上揺動軸部１１４)からずれることで、左右の上揺動板１１５,１１５の
揺動動作に応じた左右の上可動部９３ｂ,９３ｂの揺動が規制される。
【００７７】
　各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂは、後述する上支持機構１０５の前面に対向するよう
に位置しており、各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂの各後面には、図７(ａ)、図８(ａ)お
よび図９(ａ)に示すように、スライドピン９９が後方(上支持機構１０５側)へ突出するよ
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う設けられている。各スライドピン９９は、上支持機構１０５における後述する支持部(
前昇降板１１０の後述する中板部１１０ａと、上揺動板１１５,１１５)に設けられた周壁
状の後述する特定動作ガイド１１１,１１７,１１７の内側(案内溝)を前後方向に挿通する
と共に、特定動作ガイド１１１,１１７,１１７による溝幅より大径のフランジ９９ａが突
出端部に設けられて該フランジ９９ａが特定動作ガイド１１１,１１７,１１７の後面に当
接している。これにより、各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂは、上支持機構１０５の対応
する支持部(後述)の前面に支持されている。
【００７８】
　中央の上可動部９３ａの後面上端部には、図７(ｂ)および図８(ｂ)に示す如く、上方お
よび後方に開口する連係凹部９７ａが形成されている。この連係凹部９７ａは、当該中央
の上可動部９３ａの上縁(待機位置側の外縁)に対して略平行な円弧方向に底面が延在して
おり、この底面には左右方向に延在するようラック９７ｂが形成されている。連係凹部９
７ａの内側には、後述する回動モータ１０８(図７(ａ)、図８(ａ)および図９(ａ)参照)の
駆動軸に固定された駆動ギヤ１０９が位置しており、駆動ギヤ１０９がラック９７ｂに連
係するよう構成されている。
【００７９】
(上支持機構１０５について)
　次に、上可動体(可動体)９１を支持する上支持機構(支持手段)１０５について説明する
。図４(ｂ)、図５(ｂ)および図６(ｂ)に示すように、上支持機構１０５は、昇降駆動機構
１００におけるねじ軸１０２の回転(正回転および逆回転)に応じて上下方向に移動する上
昇降板１０６と、上昇降板１０６の前面側(かつ、上可動体９１の後面側)に配置された前
昇降板１１０と、前昇降板１１０の前面の左右に離間した位置に揺動可能に支持された左
右一対の上揺動板１１５,１１５とを備えている。
【００８０】
　図４(ｂ)および図６(ｂ)に示すように、上昇降板１０６は、その左右端部に設けられた
スライド部１０６ａに各昇降駆動機構１００のガイドレール１０３が夫々挿通されると共
に、この左右のスライド部１０６ａの近傍に設けられた左右のナット部１０６ｂに左右の
ねじ軸１０２が夫々挿通されることで、左右の昇降駆動機構１００に支持されている。こ
れにより、上昇降板１０６は、各ねじ軸１０２の回転に伴って外周面のねじ山が各ナット
部１０６ｂを押し下げ、または押し上げることに応じて、ガイドレール１０３に沿って上
下方向に移動するよう構成されている。
【００８１】
　ここで、上昇降板１０６は、図４(ｂ)に示すように、上下方向の移動範囲における移動
上端(符号ｘ１で示してある)および中間位置(符号ｘ２で示してある)の間を、前昇降板１
１０の後方に略全体が重なった状態で下降・上昇すると共に、中間位置ｘ２から移動下端
(符号ｘ３で示してある)に下降する間に、すでに停止された前昇降板１１０の後方位置か
ら次第に下方へ離間するように変位し、移動下端ｘ３から中間位置ｘ２に上昇する間に、
停止状態の前昇降板１１０の後方位置まで下方から次第に近接するよう変位する構成とな
っている。なお、図４(ｂ)は、上昇降板１０６が移動上端ｘ１にある場合の上支持機構１
０５の状態を示しており、図５(ｂ)は、上昇降板１０６が中間位置ｘ２にある場合の上支
持機構１０５の状態を示しており、図６(ｂ)は、上昇降板１０６が移動下端ｘ３にある場
合の上支持機構１０５の状態を示している。
【００８２】
　ここで、上昇降板１０６の上縁部における左右に離間した位置には、図４(ｂ)および図
６(ｂ)に示すように、前後方向に貫通すると共に左右方向に直線状に延在する案内溝を内
周面によって形成する周壁状の外観変更ガイド１０７が夫々設けられている。各外観変更
ガイド１０７の内側(案内溝)には、左右の上揺動板１１５,１１５の後面から後述する揺
動許容部１１２(側板部１１０ｂ)を介して後方へ突出する揺動ピン１１６(後述)の突出端
部が夫々挿入されており、上昇降板１０６の移動に伴って外観変更ガイド１０７の内周面
が揺動ピン１１６を上下方向に押圧することで、前昇降板１１０と、この前昇降板１１０
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によって支持された各上揺動板１１５,１１５および各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂと
が、上昇降板１０６に追従して上下方向に移動するようになっている。但し、上昇降板１
０６の移動範囲は、前昇降板１１０の移動範囲より移動下端ｘ３側に大きく確保されてい
る。
【００８３】
　図４(ｂ)、図５(ｂ)および図６(ｂ)に示すように、前昇降板１１０は、その左右両端部
に設けられて下方へ延出する垂下板部１１０ｃ,１１０ｃと、左右方向の中央部を構成す
る中板部１１０ａと、中板部１１０ａの左右両側に位置する側板部１１０ｂ,１１０ｂと
を備え、中板部１１０ａの左右上方に設けられた上揺動軸部１１４,１１４に上揺動板１
１５が夫々揺動可能に支持されて、各上揺動板１１５,１１５が左右の側板部１１０ｂの
前面に対向している。ここで、前昇降板１１０の中板部１１０ａは、その前面側に中央の
上可動部９３ａを支持する支持部として機能しており、左右の上揺動板１１５,１１５は
、その前面側に左右の上可動部９３ｂ,９３ｂを支持する支持部として機能している。な
お、各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂは、対応する支持部(中板部１１０ａまたは上揺動
板１１５,１１５)の前面側に支持された状態で、後述する特定動作ガイド１１１,１１７,
１１７の延在方向に沿って移動可能に構成されている。
【００８４】
　前昇降板１１０の垂下板部１１０ｃ,１１０ｃは、上下に延在すると共に後方、上方お
よび下方へ開口する凹板状に形成され、ねじ軸１０２の一部を前方および両側方から覆う
ように位置している。すなわち、垂下板部１１０ｃ,１１０ｃは、設置部材４５や上可動
体９１に配設される配線等が上昇降板１０６のナット部１０６ｂと昇降駆動機構１００の
ねじ軸１０２との間に挟み込まれるのを防いでいる。また、垂下板部１１０ｃ,１１０ｃ
の下端面は、昇降駆動機構１００におけるストッパ部材１０４の上面に対向しており、ス
トッパ部材１０４の上面に当接して前昇降板１１０の下降を停止させる(前昇降板１１０
の移動下端を特定する)当接部１１３を構成している。ここで、前昇降板１１０は、上昇
降板１０６がその移動範囲における中間位置ｘ２(図５(ｂ)の状態での位置)と移動下端ｘ
３(図６(ｂ)の状態での位置)との間を移動する間は、垂下板部１１０ｃの下端面(当接部
１１３)がストッパ部材１０４の上面と当接して前昇降板１１０が停止するようになって
いる。これにより、移動範囲の中間位置ｘ２と移動下端ｘ３との間を移動する上昇降板１
０６が、左右の上揺動板１１５,１１５から後方へと突出する揺動ピン１１６を外観変更
ガイド１０７の内周面によって上下方向に押圧することに応じて、左右の上揺動板１１５
,１１５を停止状態の前昇降板１１０に対し揺動させ、各上揺動板１１５,１１５の前面に
支持された左右の上可動部９３ｂ,９３ｂを、中板部１１０ａの前面に支持された中央の
上可動部９３ａに対し揺動させるよう構成されている。
【００８５】
　図７(ａ)、図８(ａ)および図９(ａ)に示すように、前昇降板１１０の中板部１１０ａに
は、複数の外周構成部(上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂおよび下可動部９４,９４)に前記
特定動作方向ＴＤへの移動(集合状態での配列方向へのスライド動作)を行わせるための駆
動源としての回動モータ(第２の駆動源)１０８が取り付けられている。回動モータ１０８
は、中板部１１０ａの後面に取り付けられて駆動軸が前方へ突出し、駆動軸の前端部に駆
動ギヤ１０９(図７(ｂ)および図８(ｂ)参照)が固定されている。駆動ギヤ１０９は、中板
部１１０ａの前面側に支持されている中央の上可動部９３ａに設けられた前記ラック９７
ｂに噛合している。なお、実施例の可動演出装置９０は、上支持機構１０５に設けた回動
モータ１０８の動力によって特定動作演出を行い、上下の可動体９１,９２(集合意匠体Ｄ
)を一体的に回動させるよう構成されている。
【００８６】
　図４(ｂ)、図５(ｂ)および図６(ｂ)に示すように、前昇降板１１０における左右の側板
部１１０ｂ,１１０ｂには、前後方向に貫通すると共に中板部１１０ａ側に下方傾斜する
円弧状に延在する案内溝を形成する周壁状の揺動許容部１１２が夫々設けられている。ま
た、左右の上揺動板１１５,１１５の後面において揺動中心(上揺動軸部１１４)から離間
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した位置には、後方へ突出する揺動ピン１１６が夫々設けられている。揺動ピン１１６は
、揺動許容部１１２を後方へ向けて挿通して、この揺動許容部１１２を通過した突出端部
が、前述した上昇降板１０６に設けられた外観変更ガイド１０７に挿入されている。なお
、上昇降板１０６の外観変更ガイド１０７は、揺動ピン１１６の突出端部を内周面で上下
方向に押圧すると共に、その案内溝内で該揺動ピン１１６の突出端部が左右方向へ移動す
るのを許容する形状とされている。このため、前昇降板１１０の停止状態で上昇降板１０
６が上下方向に移動する場合(上昇降板１０６が前述した中間位置ｘ２および移動下端ｘ
３の間を移動する場合)に、外観変更ガイド１０７によって突出端部を上下方向に押圧さ
れる揺動ピン１１６が、揺動許容部１１２における左右方向に傾斜した円弧状の案内溝内
を移動する。
【００８７】
　ここで、揺動許容部１１２の案内溝内を挿通する揺動ピン１１６は、上昇降板１０６が
前述した中間位置ｘ２から移動下端ｘ３に下降するのに伴う外観変更ガイド１０７からの
押圧に応じて、揺動許容部１１２の案内溝内における上端から下端に移動し、上昇降板１
０６がその移動下端ｘ３から中間位置ｘ２に上昇するのに伴う外観変更ガイド１０７から
の押圧に応じて、揺動許容部１１２の案内溝内における下端から上端に移動するよう構成
されている。そして、揺動ピン１１６が揺動許容部１１２の案内溝内における上端にある
場合に、該揺動ピン１１６を後面に有する上揺動板１１５が上揺動軸部１１４を中心とす
る揺動範囲の上端に位置すると共に、揺動ピン１１６が揺動許容部１１２の案内溝内にお
ける下端にある場合に、上揺動板１１５がその揺動範囲の下端に位置するようになってい
る。すなわち、揺動許容部１１２は、上揺動板１１５の揺動(揺動ピン１１６の円弧方向
への移動)を案内すると共に、上揺動板１１５の揺動範囲(揺動ピン１１６の移動範囲)を
規定している。
【００８８】
　すなわち、上支持機構１０５は、前述のように前昇降板１１０の上揺動軸部１１４,１
１４によって左右の上揺動板１１５,１１５を揺動可能に支持しており、上可動体９１を
待機位置および動作位置の一方から他方に変位させる動作を行う場合に、前昇降板１１０
に対する上揺動板１１５,１１５の揺動に応じて前昇降板１１０の中板部１１０ａと上揺
動板１１５,１１５とが相対的に変位することで、その変位前後で、中板部１１０ａが支
持する中央の上可動部９３ａと、上揺動板１１５,１１５が支持する左右の上可動部９３
ｂ,９３ｂとの相対的な位置を異ならせ、上可動体９１の姿勢を非特定姿勢および特定姿
勢の一方から他方へ変化させるよう構成されている。
【００８９】
　図４(ｂ)、図５(ｂ)、図６(ｂ)、図７(ａ)、図８(ａ)および図９(ａ)に示すように、前
昇降板１１０の中板部１１０ａ(中央の上可動部９３ａを支持する支持部)と、左右の上揺
動板１１５,１１５(左右の上可動部９３ｂ,９３ｂを支持する支持部)とには、各上可動部
９３ａ,９３ｂ,９３ｂに夫々設けられるスライドピン９９を案内する案内溝を内周面によ
り形成する周壁状の特定動作ガイド１１１,１１７,１１７が夫々設けられている。具体的
に、中板部１１０ａには、上可動体９１における中央の上可動部９３ａの後面に設けられ
るスライドピン９９を案内する特定動作ガイド(第１のガイド部)１１１が設けられており
、左右の上揺動板１１５,１１５には、上可動体９１における左右の上可動部９３ｂ,９３
ｂの後面に設けられたスライドピン９９を案内する特定動作ガイド(第２のガイド部)１１
７,１１７が設けられている。中板部１１０ａに設けられた中央の特定動作ガイド１１１
は、中央の上可動部９３ａの上縁(待機位置側の外縁)に対して略平行な円弧方向に延在す
る案内溝を形成しており、スライドピン９９の移動方向を案内溝の延在方向に規制してい
る。また、上揺動板１１５,１１５に設けられた左右の特定動作ガイド１１７,１１７は、
左右の上可動部９３ｂ,９３ｂの上縁(待機位置側の外縁)に対して略平行な円弧方向に延
在する案内溝を形成しており、スライドピン９９の移動方向を案内溝の延在方向に規制し
ている。
【００９０】
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　ここで、上昇降板１０６が移動上端ｘ１(図４(ｂ)参照)から中間位置ｘ２(図５(ｂ)参
照)を通過して移動下端ｘ３(図６(ｃ)参照)に下降すると、前述のように左右の揺動ピン
１１６,１１６が揺動許容部１１２,１１２の案内溝における上端から下端に夫々移動する
のに応じて左右の上揺動板１１５,１１５が揺動下端に到達することで、中板部１１０ａ
と左右の上揺動板１１５,１１５とに設けられた各特定動作ガイド１１１,１１７,１１７
が、図６(ｂ)および図７に示す中心点Ｐを中心とする円弧方向(各上可動部９３ａ,９３ｂ
,９３ｂの配列方向)に沿って延在する状態になる。すなわち、上支持機構１０５は、昇降
モータ１０１の動力に基づいて上可動体９１を動作位置に下降させて特定姿勢に変化させ
た場合に、中板部１１０ａに設けられた中央の特定動作ガイド１１１および上揺動板１１
５に設けられた左右の特定動作ガイド１１７,１１７が特定動作方向ＴＤに沿って延在す
ることで、回動モータ１０８の動力に基づいて中央の上可動部９３ａが特定動作方向ＴＤ
へ移動し得ると共に、該中央の上可動部９３ａから中央の特定動作ガイド１１１に沿う方
向へ押圧された左右の上可動部９３ｂ,９３ｂが左右の特定動作ガイド１１７,１１７に沿
って特定動作方向ＴＤへ移動し得る状態になるよう構成されている。
【００９１】
　また、上支持機構１０５は、上可動体９１を動作位置に下降させることで、この上可動
体９１に連動して動作位置まで上昇する下可動体９２に対して上可動体９１を上方から近
接させるよう構成されている。すなわち、上支持機構１０５は、上可動体９１が動作位置
にある状態で回動モータ１０８の動力によって各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂを特定動
作方向ＴＤへ移動させることで、その移動先端側となる左右の上可動部９３ｂ,９３ｂの
何れかによって下可動体９２を下方へ向けて押圧させるようになっている。
【００９２】
　一方で、上支持機構１０５は、上昇降板１０６が移動下端ｘ３から中間位置ｘ２を通過
して移動上端ｘ１に上昇すると、揺動ピン１１６が揺動許容部１１２の案内溝における下
端から上端に移動するのに応じて左右の上揺動板１１５,１１５が揺動上端に到達するこ
とにより、左右の上揺動板１１５,１１５に設けられた特定動作ガイド１１７,１１７が、
集合状態での各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂの配列方向と異なる方向に沿って延在し、
中板部１１０ａに設けられた特定動作ガイド１１１の延在方向と相違した状態になる。す
なわち、上支持機構１０５は、昇降モータ１０１の動力に基づいて上可動体９１を待機位
置に復帰させた場合に、上揺動板１１５,１１５に設けられた左右の特定動作ガイド１１
７,１１７が特定動作方向ＴＤと異なる方向に沿って延在することで、中央の上可動部９
３ａからの押圧方向へ向けた左右の上可動部９３ｂ,９３ｂの移動を上揺動板１１５,１１
５に設けられた左右の特定動作ガイド１１７,１１７が規制すると共に、中板部１１０ａ
に設けられた中央の特定動作ガイド１１１に沿う中央の上可動部９３ａの移動を左右の上
可動部９３ｂ,９３ｂが規制するよう構成されている。
【００９３】
(下可動体９２について)
　次に、下可動体９２について説明する。下可動体９２は、左右方向の中央に位置する中
央構成部９５と、この中央構成部９５の左右下側に位置する左右の下可動部９４,９４と
により構成されている。各下可動部９４,９４は、前述した上可動部９３ａ,９３ｂ,９３
ｂと同様、前方に開口する箱状の基部９７(図７(ｂ)参照)と、基部９７の前方開口を塞ぐ
と共に前面に意匠が形成された表面板９６(図４(ａ)、図５(ａ)および図６(ａ)参照)とを
備えており、表面板９６の中央部が、基部９７に対して回転可能な円形の回転板９６ａに
より構成されている。また、中央構成部９５は、後述する下支持機構１１９の下昇降板１
２０の前面に固定的に設けられており、左右の下可動部９４,９４と同様、基部９７、表
面板９６および回転板９６ａを備えている。但し、中央構成部９５は、後述する下支持機
構１１９のアーム１２３,１２３を挿通させる開口部９５ａが基部９７の外周壁の底側に
形成されている点が、下可動部９４,９４と異なっている。
【００９４】
　図４(ａ)、図５(ａ)および図６(ａ)に示すように、左右の下可動部９４,９４は、互い
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の基部９７の対向する側面下部に設けられた下可動軸部９４ａによって連結され、この下
可動軸部９４ａを中心として左右方向へ揺動可能に構成されている。そして、各下可動部
９４,９４は、下可動軸部９４ａより上側の部位が互いに近接して各下縁が円弧状に連な
る特定姿勢(図６(ａ)参照)と、下可動軸部９４ａより上側の部位が互いに離間して各下縁
が蛇行状に連なる非特定姿勢(図４(ａ)参照)とに変位可能に構成される。ここで、下可動
軸部９４ａは、各下可動部９４,９４が前記特定動作方向ＴＤへの移動を行っていない状
態で、下支持機構１１９の後述する下揺動軸部１２２(図４(ｂ)、図５(ｂ)および図６(ｂ
)参照)の前方に位置しており、この場合の左右の下可動部９４,９４の揺動中心(軸線)が
、下支持機構１１９の後述する下揺動板１２１,１２１の揺動中心(軸線)と概ね一致して
いる。そして、下可動体９２は、下揺動板１２１,１２１の揺動動作に応じて左右の下可
動部９４,９４が揺動することで、前記非特定姿勢と前記特定姿勢との相互に変化するよ
う構成されている。なお、各下可動部９４,９４が特定動作方向ＴＤへの移動を行ってい
る状態では、下可動軸部９４ａが下揺動板１２１,１２１の揺動中心(下揺動軸部１２２)
からずれることで、左右の下揺動板１２１の揺動動作に応じた左右の下可動部９４,９４
の揺動が規制される。
【００９５】
　各下可動部９４,９４は、後述する下支持機構１１９の前面に対向するように位置して
おり、各下可動部９４,９４の各後面には、図７(ｂ)、図８(ｂ)および図９(ｂ)に示すよ
うに、スライドピン９９が後方(下支持機構１１９側)へ突出するよう設けられている。各
スライドピン９９は、下揺動板１２１,１２１に設けられた周壁状の後述する特定動作ガ
イド１２４,１２４の内側(案内溝)を前後方向に挿通すると共に、特定動作ガイド１２４,
１２４による溝幅より大径のフランジ９９ａが突出端部に設けられて該フランジ９９ａが
特定動作ガイド１２４,１２４の後面に当接している。これにより、各下可動部９４,９４
は、下支持機構１１９の対応する下揺動板１２１,１２１の前面に支持されている。
【００９６】
(下支持機構１１９について)
　次に、下可動体９２を支持する下支持機構１１９について説明する。図４(ｂ)、図５(
ｂ)および図６(ｂ)に示すように、下支持機構１１９は、昇降駆動機構１００におけるね
じ軸１０２の回転(正回転および逆回転)に応じて上下方向に移動する下昇降板１２０と、
この下昇降板１２０の前面中央部(図６(ｂ)および図７に示す中心点Ｐ)に支持された上端
部を中心として下端側が揺動する左右一対のアーム１２３,１２３と、設置部材４５に形
成された上下方向の軸誘導溝４６を移動可能な下揺動軸部１２２によって互いに左右方向
へ接近・離間するよう揺動可能に連結された左右一対の下揺動板１２１,１２１とを備え
ている。
【００９７】
　ここで、下支持機構１１９は、左右の下可動部９４,９４における揺動中心側(下可動軸
部９４ａの周辺部位)を、左右の下揺動板１２１,１２１の前面によって支持すると共に、
左右のアーム１２３,１２３の下端側(揺動先端側)によって左右の下可動部９４,９４にお
ける揺動先端側(下可動軸部９４ａから離間した部位)を支持するよう構成されている。そ
して、下昇降板１２０の上昇に応じて左右のアーム１２３,１２３が左右の下可動部９４,
９４の各揺動先端側を上方へ吊り上げることにより、下可動軸部９４ａを中心として左右
の下可動部９４,９４を互いに近接する側へ揺動させつつ、下揺動軸部１２２を軸誘導溝
４６に沿って徐々に上方へ移動させるよう構成されている。また、下昇降板１２０の下降
に応じて左右のアーム１２３,１２３が左右の下可動部９４,９４の各揺動先端側を下方へ
押し下げることにより、下可動軸部９４ａを中心として左右の下可動部９４,９４を互い
に離間する側へ揺動させつつ、下揺動軸部１２２を軸誘導溝４６に沿って徐々に下方へ移
動させるよう構成されている。
【００９８】
　すなわち、下支持機構１１９は、設置部材４５の軸誘導溝４６に沿って上下方向に移動
可能な下揺動軸部１２２を中心として揺動可能な左右の下揺動板１２１,１２１によって
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、下可動体９２における各下可動部９４,９４の揺動中心側を支持するように構成されて
おり、下可動体９２を待機位置および動作位置の一方から他方に変位させる動作(下昇降
板１２０が上下方向に移動すると共に、各下揺動板１２１,１２１が下揺動軸部１２２を
中心とした揺動により相対的に変位する動作)を行う場合に、その変位前後で、左右の下
揺動板１２１,１２１が夫々支持する左右の下可動部９４,９４の相対的な位置を異ならせ
て、非特定姿勢および特定姿勢の一方から他方に変化させるよう構成されている。なお、
各下可動部９４,９４は、対応する下揺動板１２１,１２１の前面側に支持された状態で、
後述する特定動作ガイド１２４,１２４の延在方向に沿って移動可能に構成されている。
【００９９】
　ここで、下支持機構１１９は、下昇降板１２０がその移動下端から上昇を開始する段階
から各下可動部９４,９４の互いに近接する側への揺動動作を開始させ、下可動体９２を
特定姿勢に変化させた状態で移動上端(各アーム１２３,１２３の揺動中心が中心点Ｐと一
致する位置)に到達するよう構成されている。また、下支持機構１１９は、下昇降板１２
０がその移動上端から下降する途中位置で各下可動部９４,９４の互いに離間する側への
揺動動作を開始させ、移動下端に到達したときに下可動体９２が非特定姿勢に復帰するよ
う構成されている。すなわち、実施例の可動演出装置９０は、昇降駆動機構１００(昇降
モータ１０１)によって上下の可動体９１,９２を待機位置および動作位置の一方から他方
へと夫々移動させる場合に、各可動体９１,９２が非特定姿勢および特定姿勢の一方から
他方に変化する期間が相互にずれるように構成されている。
【０１００】
　図４(ｂ)、図５(ｂ)および図６(ｂ)に示すように、下昇降板１２０は、その左右端部に
設けられた左右のスライド部１２０ａ,１２０ａに各昇降駆動機構１００のガイドレール
１０３が夫々挿通されると共に、この左右のスライド部１２０ａ,１２０ａの近傍に設け
られた左右のナット部１２０ｂに左右のねじ軸１０２が夫々挿通されることで、左右の昇
降駆動機構１００に支持されている。これにより、下昇降板１２０は、各ねじ軸１０２の
回転に伴って外周面のねじ山がナット部１２０ｂを押し下げ、または押し上げることに応
じて、ガイドレール１０３に沿って上下方向に移動するよう構成されている。また、下昇
降板１２０の前面における左右方向の中央部には、左右一対のアーム１２３,１２３の各
上端が回動可能に連結されている(図４(ｂ)、図５(ｂ)および図６(ｂ)参照)。この下昇降
板１２０の前面における左右方向の中央部は、中央構成部９５の取付位置となっており、
各アーム１２３,１２３の上端側(揺動中心側)は中央構成部９５により前側から覆われ、
この中央構成部９５の中心が各アーム１２３,１２３の揺動中心の前方に位置している。
前述のように中央構成部９５には、基部９７の外周壁の底側に開口部９５ａが上下に貫通
するよう形成されており、この開口部９５ａを挿通した各アーム１２３,１２３の下端側(
揺動先端側)が左右下方へ向けて延出して、左右の下可動部９４,９４の後面に対して回動
可能に連結している。
【０１０１】
　図７(ａ)、図８(ａ)および図９(ｂ)に示すように、左右の下揺動板１２１,１２１には
、下可動体９２における左右の下可動部９４,９４の後面に設けられたスライドピン９９
を案内する特定動作ガイド１２４,１２４が設けられている。この特定動作ガイド１２４,
１２４は、左右の下可動部９４,９４の下縁(待機位置側の外縁)に対して略平行な円弧方
向に延在する案内溝を形成しており、スライドピン９９の移動方向を案内溝の延在方向に
規制している。
【０１０２】
　ここで、下支持機構１１９は、下昇降板１２０が移動下端(図４(ｂ)に示す位置)から移
動上端(図６(ｃ)に示す位置)に上昇すると、左右のアーム１２３,１２３によって揺動先
端側を上方へ引き上げられた左右の下揺動板１２１,１２１が互いに当接して静止する位
置まで揺動することで、左右の下揺動板１２１,１２１に設けられた各特定動作ガイド１
２４,１２４が、図６(ｂ)および図７に示す中心点Ｐを中心とする円弧方向(各下可動部９
４,９４の配列方向)に沿って延在する状態になる。すなわち、下支持機構１１９は、昇降
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モータ１０１の動力に基づいて下可動体９２を動作位置に上昇させて特定姿勢とした場合
に、左右の特定動作ガイド１２４,１２４の延在方向が一致して、各アーム１２３,１２３
の揺動中心(中心点Ｐ)を中心とする円弧に沿って各特定動作ガイド１２４,１２４が延在
する(特定動作方向ＴＤに沿って延在する)よう構成され、この状態で左右の下可動部９４
,９４を夫々対応する特定動作ガイド１２４,１２４に沿って一体的に特定動作方向ＴＤへ
移動させ得るようになっている。
【０１０３】
　左右の下揺動板１２１,１２１に設けられた各特定動作ガイド１２４,１２４は、図６(
ｂ)に示す下可動体９２の動作位置では、互いに離間する側から対向する側に近づくにつ
れて次第に下方へ向かう傾斜状に夫々延在している。この場合に、左側の下揺動板１２１
に設けられた特定動作ガイド１２４は、対応する左側の下可動部９４の後面に設けられた
スライドピン９９を、この下可動部９４の自重によって右端(下端)側へ案内する。同様に
、右側の下揺動板１２１に設けられた特定動作ガイド１２４は、対応する右側の下可動部
９４の後面に設けられたスライドピン９９を、この下可動部９４の自重によって左端(下
端)側へ案内する。これにより下可動体９２は、その動作位置において、下可動軸部９４
ａが下揺動軸部１２２の前方に重なる位置で自重により安定するよう構成されている。
【０１０４】
　ここで、下支持機構１１９は、下可動体９２を動作位置に上昇させることで、前述した
回動モータ１０８の動力に応じて中心点Ｐを中心として特定動作方向ＴＤへ回動する上可
動体９１によって上方から押圧される位置に、該下可動体９２を到達させるように構成さ
れている。そして、下支持機構１１９は、動作位置の下可動体９２を特定姿勢とすること
で、特定動作方向ＴＤへ回動する上可動体９１による押圧に応じた下可動体９２の特定動
作方向ＴＤへの移動を許容するよう構成されている。この場合に、下支持機構１１９は、
上可動体９１による特定動作方向ＴＤへの押圧に応じて、下可動体９２を特定動作ガイド
１２４,１２４の延在方向に沿って(特定動作方向ＴＤへ)その自重による停止位置(演出開
始位置)から離間する側へ向けて移動させる(すなわち、待機位置と異なる側へ移動させる
)と共に、上可動体９１による特定動作方向ＴＤへの押圧が解除されることに応じて、下
可動体９２を特定動作ガイド１２４,１２４の延在方向に沿って(特定動作方向ＴＤへ)そ
の自重により演出開始位置側へ移動させるよう構成されている。
【０１０５】
　すなわち、特定動作ガイド１２４,１２４に沿って移動する下可動体９２は、回動モー
タ１０８の動力によって特定動作方向ＴＤへ移動する上可動体９１によって左右方向の一
方側が下方へ押し下げられて同方向(特定動作方向ＴＤ)へ移動するよう構成されている。
【０１０６】
　なお、下可動体９２は、特定動作方向ＴＤへ移動する上可動体９１による下方への押圧
によって左右方向の一方側が押し下げられる一方、左右方向の他方側が上昇して上可動体
９１を押圧することで、上可動体９１の移動を補助するよう構成されている。
【０１０７】
　一方で、下支持機構１１９は、下昇降板１２０が移動上端から移動下端に下降すること
で各アーム１２３,１２３により左右の下可動部９４,９４の揺動先端側を押し下げ、左右
の下揺動板１２１,１２１を互いに離間する側へ揺動させ、この左右の下揺動板１２１,１
２１に設けられた特定動作ガイド１２４,１２４を特定動作方向ＴＤと異なる方向に沿っ
て延在させることで、下可動部９４,９４の特定動作方向ＴＤへの移動を特定動作ガイド
１２４,１２４によって規制するよう構成されている。
【０１０８】
(実施例の作用)
　次に、前述した実施例に係るパチンコ機１０の作用につき説明する。
【０１０９】
　実施例のパチンコ機１０は、遊技領域２１を流下するパチンコ球が始動入賞口３１,３
２に入賞すると、該パチンコ球が始動入賞検出センサＳＥ１,ＳＥ２により検出され、該
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検出を契機として主制御ＣＰＵ６０ａが特図当り判定(大当り判定、小当り判定)を行う。
そして、主制御ＣＰＵ６０ａは、特図当り判定の結果が、大当り遊技状態を付与する結果
となった場合には、特図表示部Ｍａ,Ｍｂに表示する特図として大当り図柄を決定し、小
当り遊技状態を付与する結果となった場合には、特図として小当り図柄を決定し、大当り
遊技状態および小当り遊技状態の何れも付与しない結果となった場合には、特図としては
ずれ図柄を決定する。また、主制御ＣＰＵ６０ａは、決定した特図に対応して、特図表示
部Ｍａ,Ｍｂに表示する特図変動表示の特図変動パターンを決定する。そして、主制御Ｃ
ＰＵ６０ａは、決定した特図変動パターンに対応する特図変動パターン指定コマンドを、
演出制御ＣＰＵ６５ａに向けて出力する。これに対し、演出制御ＣＰＵ６５ａは、入力し
た特図変動パターン指定コマンドから図柄変動演出の変動時間を特定すると共に、この特
図変動パターン指定コマンドに対応する演出パターンを決定する。
【０１１０】
　ここで、演出制御ＣＰＵ６５ａは、決定した演出パターンにより特定される演出内容に
集合動作演出が含まれる場合、図柄変動演出の実行期間中の予め定められたタイミングで
可動演出装置９０を駆動制御し、該可動演出装置９０に集合動作演出を行わせる。また、
演出制御ＣＰＵ６５ａは、決定した演出パターンにより特定される演出内容に集合動作演
出および特定動作演出が含まれる場合、図柄変動演出の実行期間中の予め定められたタイ
ミングで可動演出装置９０を駆動制御し、該可動演出装置９０に集合動作演出を行わせる
と共に、集合動作演出に続けて特定動作演出を行わせる。なお、演出制御ＣＰＵ６５ａは
、大当り遊技状態での演出内容を特定する大当り演出パターンや、小当り遊技状態での演
出内容を特定する小当り演出パターンに集合動作演出や特定動作演出が含まれる場合にも
、可動演出装置９０による集合動作演出や特定動作演出を制御し得る。
【０１１１】
　演出制御ＣＰＵ６５ａは、昇降モータ１０１の駆動制御に応じて可動演出装置９０に集
合動作演出を行わせる。この集合動作演出は、上下の可動体９１,９２が待機位置から動
作位置に向けて上下方向に移動することで次第に集合状態に近づいていき、その途中で両
可動体９１,９２が動作位置へ向けた移動を停止して演出を終了するか、両可動体９１,９
２が動作位置まで到達して、上可動体９１(３つの上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂ)および
下可動体９２(１つの中央構成部９５と２つの下可動部９４,９４)が集合意匠体Ｄを構成
することで演出を終了する。
【０１１２】
　この集合動作演出において、演出制御ＣＰＵ６５ａは、先ず、昇降モータ１０１の正回
転駆動に応じてねじ軸１０２を正回転させることで、上支持機構１０５の上昇降板１０６
をねじ軸１０２およびガイドレール１０３に沿って下降させると共に、下昇降板１２０を
ねじ軸１０２およびガイドレール１０３に沿って上昇させる。この場合に上可動体９１は
、上昇降板１０６が移動上端ｘ１から中間位置ｘ２まで下降する間は非特定姿勢を維持し
、中間位置ｘ２からの下降動作により次第に非特定姿勢から特定姿勢に変化して、移動下
端ｘ３に到達したときに特定姿勢となる。一方で下可動体９２は、下昇降板１２０がその
移動下端において上昇を開始する段階から次第にアーム１２３,１２３に吊り上げられて
非特定姿勢から特定姿勢に変化していき、該特定姿勢となった後に移動上端に到達する。
すなわち、可動演出装置９０は、待機位置から動作位置に移動することで姿勢を変化させ
つつ互いに集合する複数の可動体９１,９２を備えており、両可動体９１,９２を共通の昇
降モータ１０１の動力によって待機位置から動作位置に移動させる場合に、各可動体９１
,９２が姿勢変化する期間が相互にずれるように構成されているから、上下の可動体９１,
９２が待機位置から動作位置に移動するまでの間において上下の可動体９１,９２の両方
が姿勢変化していない期間を短くでき、変化に富んだ面白味のある動作演出を実現し得る
。
【０１１３】
　演出制御ＣＰＵ６５ａは、上下の可動体９１,９２が特定姿勢で動作位置に位置して一
体的な集合意匠体Ｄを構成している状態から、回動モータ１０８の駆動制御に応じて可動
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演出装置９０に特定動作演出を行わせる。この特定動作演出では、複数の可動体９１,９
２が集合することで構成された集合意匠体Ｄの外周構成部(上可動部９３ａ,９３ｂ,９３
ｂおよび下可動部９４,９４)を、集合意匠体Ｄの中心点Ｐを中心とする円周方向(特定動
作方向ＴＤ)に沿って移動させることで、集合意匠体Ｄによる回動動作を行う。
【０１１４】
　ここで、演出制御ＣＰＵ６５ａは、上支持機構１０５に備えられる回動モータ１０８の
動力に応じて、上可動体９１を構成する中央の上可動部９３ａおよび左右の上可動部９３
ｂ,９３ｂと、下可動体９２を構成する左右の下可動部９４,９４とを夫々特定動作方向Ｔ
Ｄに移動させる。具体的に、可動演出装置９０は、上下の可動体９１,９２が動作位置に
移動して特定姿勢となった状態では、上可動体９１を構成する各上可動部９３ａ,９３ｂ,
９３ｂに対応する支持部(中板部１１０ａおよび上揺動板１１５,１１５)に設けられる特
定動作ガイド１１１,１１７,１１７の各延在方向と、下可動体９２を構成する各下可動部
９４,９４に対応する支持部(下揺動板１２１,１２１)に設けられる特定動作ガイド１２４
,１２４の各延在方向とが一致して、中心点Ｐを中心とする円弧状に並ぶことで、各上可
動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂおよび各下可動部９４,９４が対応する特定動作ガイド１１１,
１１７,１１７,１２４,１２４に沿って特定動作方向ＴＤに移動可能となる。この状態で
、演出制御ＣＰＵ６５ａが回動モータ１０８の駆動軸を正回転させることで、この駆動軸
に固定された駆動ギヤ１０９と、中央の上可動部９３ａの後面のラック９７ｂとの噛合作
用により、中央の上可動部９３ａが対応する特定動作ガイド１１１に沿って一方に移動す
る。次に、左右の上可動部９３ｂ,９３ｂのうち中央の上可動部９３ａの移動先側に位置
する一方の上可動部９３ｂが、中央の上可動部９３ａによる押圧により、対応する特定動
作ガイド１１７に沿って下可動体９２側(下方)に移動し、他方の上可動部９３ｂが、中央
の上可動部９３ａと上可動軸部９８により連結されていることから、中央の上可動部９３
ａに追従するよう対応の特定動作ガイド１１７に沿って移動する。そして、中央の上可動
部９３ａによる押圧を受けた左右の上可動部９３ｂ,９３ｂの一方が、下可動体９２にお
ける左右方向の一方側を押圧して、該下可動体９２の各下可動部９４,９４が、対応する
特定動作ガイド１２４,１２４に沿って移動する。このとき、下可動体９２は、左右方向
の一方が上可動体９１から下方へ押圧されることで、左右方向の他方が上方へ移動して上
可動体９１をその移動後側から押圧することで、前記他方の上可動部９３ｂの移動を補助
する。これにより、集合意匠体Ｄが一体的に回動する。なお、演出制御ＣＰＵ６５ａが回
動モータ１０８の駆動軸を逆回転させる場合、両可動体９１,９２の移動方向が逆となる
ものの、同じ原理により集合意匠体Ｄが一体的に逆方向へ回動する。
【０１１５】
　演出制御ＣＰＵ６５ａは、動作演出(特定動作演出または集合動作演出)が終了すると、
昇降モータ１０１の逆回転駆動に応じてねじ軸１０２を逆回転させることで、上支持機構
１０５の上昇降板１０６をねじ軸１０２およびガイドレール１０３に沿って上昇させると
共に、下昇降板１２０をねじ軸１０２およびガイドレール１０３に沿って下降させる。こ
の場合には、上昇降板１０６が移動下端ｘ３から中間位置ｘ２に上昇することに応じて左
右の上揺動板１１５,１１５が揺動し、この上揺動板１１５,１１５の揺動に応じて左右の
上可動部９３ｂ,９３ｂも揺動して、各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂの相対位置が変化
する(非特定姿勢に変化する)。そして、上昇降板１０６が中間位置ｘ２から移動上端ｘ１
に移動する間、上可動体９１は、非特定姿勢のまま上昇して待機位置に至る。また、下昇
降板１２０が移動上端から移動下端に下降することで、左右の下揺動板１２１,１２１が
揺動すると共に各下可動部９４,９４が揺動して、各下可動部９４,９４の相対位置が変化
する(非特定姿勢に変化する)。
【０１１６】
　ここで、上下の可動体９１,９２が待機位置(非特定姿勢)に復帰した場合には、上揺動
板１１５,１１５に設けられる特定動作ガイド１１７,１１７の各延在方向が、中板部１１
０ａに設けられる特定動作ガイド１１１の延在方向と一致しなくなると共に、下揺動板１
２１,１２１に設けられる各特定動作ガイド１２４,１２４の延在方向が、相互に一致しな
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くなる。この場合に、上支持機構１０５は、回動モータ１０８の動力に応じて中央の上可
動部９３ａが特定動作方向ＴＤへ移動しようとしても、その移動先側に位置する左右の上
可動部９３ｂ,９３ｂが当該中央の上可動部９３ａによる押圧方向への移動を対応する特
定動作ガイド１１７,１１７によって規制された状態で存在しているため、結果的に各上
可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂの特定動作方向ＴＤへの移動が上支持機構１０５によって規
制される。また、下支持機構１１９は、左右の下可動部９４,９４に対応する各特定動作
ガイド１２４,１２４の延在方向が不一致の状態となり、一方の下可動部９４が対応する
特定動作ガイド１２４に沿って移動しようとしても、他方の下可動部９４は同じ移動方向
への移動を対応する特定動作ガイド１２４によって規制された状態にあるため、結果的に
各下可動部９４,９４の特定動作方向ＴＤへの移動が上支持機構１０５によって規制され
る。
【０１１７】
　すなわち、実施例に係るパチンコ機１０は、演出用の上可動体(可動体)９１を支持する
上支持機構(支持手段)１０５の動作によって該上可動体９１が待機位置および動作位置に
変位するよう構成されており、また、上可動体９１を構成する複数の上可動部(可動部)９
３ａ,９３ｂ,９３ｂを備えている。そして、上支持機構１０５は、上可動部９３ａ,９３
ｂ,９３ｂに対応するよう中板部(支持部)１１０ａおよび上揺動板(支持部)１１５,１１５
を有しており、上可動体９１を待機位置および動作位置の一方から他方に変位させる動作
を行う場合に中板部１１０ａと左右の上揺動板１１５,１１５とが相対的に変位して、そ
の変位前後で各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂの相対的な位置を異ならせ、上可動体９１
が動作位置にある状態で特定動作方向(特定動作演出による動作方向)ＴＤへの各上可動部
９３ａ,９３ｂ,９３ｂの移動を許容すると共に、該上可動体９３ａ,９３ｂ,９３ｂが待機
位置にある状態で特定動作方向ＴＤへの各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂの移動を規制し
ている。
【０１１８】
　すなわち、上可動体９１を待機位置および動作位置に変位させる上支持機構１０５の動
作によって中板部１１０ａと左右の上揺動板１１５,１１５とを相対的に変位させ、複数
の上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂの相対的な位置を変化させるようにしたことで、待機位
置にある上可動体９１の外観を動作位置にある場合と異ならせることができ、上可動体９
１の動作演出に意外性を付与することができる。また、上可動体９１が待機位置にある状
態での各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂの特定動作方向ＴＤへの移動を、上支持機構１０
５の動作(中板部１１０ａに対する各上揺動板１１５,１１５の相対的な変位)を利用して
規制することで、上可動体９１が待機位置で周囲の部材と接触する不具合を簡単な構成に
よって防止し得る。
【０１１９】
　また、実施例に係るパチンコ機１０は、上支持機構１０５に連係する昇降モータ(第１
の駆動源)１０１と、複数の上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂのうち中央の上可動部(特定の
可動部)９３ａに連係する回動モータ(第２の駆動源)１０８とを備えており、中央の上可
動部９３ａは、対応する支持部としての中板部１１０ａが有する特定動作ガイド(第１の
ガイド部)１１１の延在方向に沿って移動可能に構成される一方、左右の上可動部(別の可
動部)９３ｂ,９３ｂは、対応する支持部としての左右の上揺動板１１５,１１５が有する
特定動作ガイド(第２のガイド部)１１７,１１７の延在方向に沿って移動可能に構成され
ている。そして、上支持機構１０５が昇降モータ１０１の動力に基づいて上可動体９１を
動作位置に変位させた場合に、各特定動作ガイド１１１,１１７,１１７が特定動作方向Ｔ
Ｄに沿って延在することで、回動モータ１０８の動力に基づいて中央の上可動部９３ａが
特定動作方向ＴＤへ移動し得ると共に、該中央の上可動部９３ａによって中板部１１０ａ
の特定動作ガイド１１１に沿う方向へ押圧された左右の上可動部９３ｂ,９３ｂの一方が
、対応する上揺動板１１５の特定動作ガイド１１７に沿って特定動作方向ＴＤへ移動し得
る状態になり、上支持機構１０５が昇降モータ１０１の動力に基づいて上可動体９１を待
機位置に復帰させた場合に、左右の上揺動板１１５,１１５の特定動作ガイド１１７,１１
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７が特定動作方向ＴＤと異なる方向に沿って延在することで、中央の上可動部９３ａによ
る押圧方向へ向けた左右の上可動部９３ｂ,９３ｂの移動を対応する上揺動板１１５の特
定動作ガイド１１７が規制すると共に、中央の上可動部９３ａの特定動作ガイド１１１に
沿う移動を左右の上可動部９３ｂ,９３ｂが規制している。
【０１２０】
　すなわち、上支持機構１０５の動作による中板部１１０ａと各上揺動板１１５,１１５
との相対的な変位に応じて特定動作ガイド１１７,１１７の延在方向を変化させることで
、特定動作方向ＴＤに各特定動作ガイド１１１,１１７,１１７が延在する上可動体９１の
動作位置では、特定動作方向ＴＤへの各上可動部９３ａ,９３ｂ,９３ｂの移動が許容され
、上揺動板１１５の特定動作ガイド１１７,１１７が特定動作方向ＴＤと異なる方向に延
在する上可動体９１の待機位置では、特定動作方向ＴＤへの各上可動部９３ａ,９３ｂ,９
３ｂの移動が規制されるようにした。すなわち、中板部１１０ａおよび上揺動板１１５,
１１５の相対的な変位に応じて各特定動作ガイド１１１,１１７,１１７の延在方向を相違
させる構成により、上可動体９１が待機位置で周囲の部材(例えば、装飾部材４７)と接触
する不具合を防止し得る。
【０１２１】
　更に、実施例に係るパチンコ機１０は、演出用の下可動体(可動体)９２を備え、該下可
動体９２が上可動体(別の可動体)９１と離間する待機位置および該上可動体９１と近接す
る動作位置に変位するよう構成されていると共に、下可動体９２が、動作位置にある状態
で上可動体９１による押圧に応じて待機位置と異なる側へ移動する。すなわち、上下の可
動体９１,９２が待機位置および動作位置に変位して互いに接近・離間するだけでなく、
動作位置において一体的に動作するようにしたことで、両可動体９１,９２を利用してイ
ンパクトのある動作演出を行い得る。また、上可動体９１による押圧を利用することで、
簡単な構造によって下可動体９２を動作位置で上可動体９１に連動させることができる。
すなわち、複数の可動体９１,９２を利用したインパクトのある動作演出を簡単な構造に
よって実現し得る。
【０１２２】
　更にまた、実施例に係るパチンコ機１０は、下可動体９２の移動を案内する特定動作ガ
イド(ガイド部)１２４,１２４を備えており、下可動体９２が、動作位置において、上可
動体９１による押圧に応じて特定動作ガイド１２４,１２４の延在方向に沿って該下可動
体９２の自重による停止位置から離間する側へ移動すると共に、上可動体９１による押圧
が解除されることに応じて特定動作ガイド１２４,１２４の延在方向に沿って該下可動体
９２の自重による停止位置側へ移動する。このため、下可動体９２の自重を利用して該下
可動体９２の移動を安定させることができる。
【０１２３】
　また、実施例に係るパチンコ機１０は、下可動体９２を構成する左右の下可動部(複数
の可動部)９４,９４を備えており、左右の可動部９４,９４のうち一方の下可動部(第１の
可動部)９４は、対応する一方の下揺動板１２１に設けられた特定動作ガイド(第１のガイ
ド部)１２４の延在方向に沿って移動可能に構成され、該左右の可動部９４,９４のうち他
方の下可動部(第２の可動部)９４は、対応する他方の下揺動板１２１に設けられた特定動
作ガイド(第２のガイド部)１２４の延在方向に沿って移動可能に構成されている。そして
、下可動体９２が待機位置から動作位置に変位する場合に、各特定動作ガイド１２４,１
２４の延在方向が一致して、上可動体９１による押圧に応じた下可動体９２の移動が許容
される。すなわち、下可動体９２を構成する左右の下可動部９４,９４の移動方向(対応す
る特定動作ガイド１２４,１２４)を、該下可動体９２の動作位置において一致させるよう
にした。これにより、左右の下可動部９４,９４を有する下可動体９２を、簡単な構成に
よって動作位置で上可動体９１に連動させることができる。
【０１２４】
　(変更例)
　本発明は、前述の実施例に限定されず、以下の如く変更することも可能である。
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(１) 実施例では、可動体を構成する複数の可動部が特定動作演出において同方向へ移動
するよう構成したが、特定動作演出による動作方向を各可動部で異ならせてもよい。
(２) 実施例では、動作位置で集合する複数の可動体を構成する各可動部の特定動作演出
による動作方向を、集合状態での各可動部(外周構成部)の配列方向としたが、該配列方向
とは異なる方向(例えば、前後方向)に一体的に動作するよう構成してもよい。
(３) 実施例では、可動体が待機位置および動作位置の間で上下方向に直線的に移動する
よう構成したが、可動体が待機位置および動作位置の間で左右方向または傾斜方向に直線
的に移動するようにしてもよいし、回動動作により待機位置および動作位置の間を円弧方
向に移動するようにしてもよい。
(４) 実施例では、可動演出装置を収容空間に位置するよう設置部材に配設して、表示画
面の前側を可動体が移動するよう構成したが、設置部材以外の設置対象に可動演出装置を
配設してもよい。この場合には例えば、機前面を構成する装飾枠(前枠)を設置対象として
可動演出装置を配設し、可動体が装飾枠の内部または前面側で動作を行うよう構成するこ
とが考えられる。
(５) 実施例では、上下の可動体による特定動作演出において、上可動体における左右方
向の一方側で下可動体を下方へ押圧し、これにより移動する下可動体における左右方向の
他方側で上可動体を上方へ押圧するよう構成したが、下可動体が上可動体を押圧しない構
成としてもよい。
(６) 実施例では、複数の可動体の集合状態において、特定の可動体を構成する複数の可
動部のうち特定の可動部に連係する１つの駆動源の動力によって各可動体を一体的に動作
させて特定動作演出を行うよう構成したが、複数の駆動源の動力によって各可動体を一体
的に動作させて特定動作演出を行うようにしてもよい。この場合には例えば、特定の可動
体を構成する複数の可動部のうち第１の可動部に連係した駆動源の動力と、他の可動体を
構成する複数の可動部のうち第２の可動部に連係した駆動源の動力とにより、各可動体の
一体的な特定動作演出を行うよう構成することが考えられる。また、特定の可動体に連係
する複数の駆動源の動力により、各可動体の一体的な特定動作演出を行うよう構成しても
よい。
(７) 実施例では、支持手段の動作によって可動体が待機位置および動作位置に変位する
遊技機について説明したが、可動体が常に動作位置にあり、支持手段の動作によって可動
体(複数の可動部)が動作位置で特定動作演出による動作方向へ移動する遊技機においても
、１つの駆動源の動力により複数の可動部を特定動作演出による動作方向へ移動させる構
成を実現することは可能である。
(８) 実施例では、主制御ＣＰＵが始動入賞口への遊技球の入賞を契機として実行する特
図当り判定において、大当り判定および小当り判定を行うよう構成すると共に、大当り判
定が当りの判定結果となった場合に付与される大当り遊技状態と、小当り判定が当りの判
定結果となった場合に付与される小当り遊技状態とにおいて、特別入賞口を開放するよう
構成したが、小当り判定を行わず、小当り遊技状態を付与しない構成としてもよい。
(９) 実施例では、小当り遊技状態において特定領域への遊技球の通過が可能な状態を生
起し、特定領域への遊技球の通過を契機として大当り遊技状態における２回目以降のラウ
ンド遊技を生起させるよう構成したが、大当り遊技状態において特定領域への遊技球の通
過が可能な状態を生起して、特定領域への遊技球の通過を契機として大当り遊技状態の終
了後に有利遊技状態(例えば、変短状態や、特図当り判定が当りの判定結果となる確率が
向上する確変状態等)を生起させるよう構成してもよい。
(１０) 遊技機としては、パチンコ機に限られるものではなく、アレンジボール機やスロ
ットマシン(回胴式遊技機)等、各種の遊技機であってもよい。例えば、スロットマシンは
、前方へ開口する箱状の筐体(遊技機本体)に、当該筐体の前方開口を塞ぐ前扉が開閉可能
に備えられ、図柄が配列された複数の回転体からなる図柄表示部が機前側から視認し得る
ように筐体内部に配設されている。そして、遊技媒体としての規定数の遊技メダルを所定
の投入口に投入した遊技開始待機状態で遊技者が所定の開始操作手段の操作を行うこと(
変動開始条件が成立したこと)を契機として、回転体が回転して図柄が変動開始すると共
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に、変動ゲームの当否に関連した当り判定を行い、所定の停止操作手段の操作(変動停止
条件の成立)または回転体が所定時間に亘って回転動作したこと(変動停止条件の成立)を
契機に、当り判定に基づく図柄停止制御を実行するよう構成された遊技機である。そして
、当り判定が当りの判定結果となることで、停止操作手段の操作に基づいて所定の組み合
わせで図柄が停止することを条件として(特別遊技生起条件が満たされることを条件とし
て)、多数の遊技メダルを獲得可能な特別遊技(ボーナスゲームや特定の入賞役の成立確率
が向上した遊技状態等)が生起されるよう制御された遊技機である。この遊技機(スロット
マシン)においては例えば、筐体内部や前扉の内部に配設して図柄表示部の周囲に位置さ
せた可動演出装置の可動体を、機前側から視認可能な領域で動作させるよう構成すること
ができる。
【符号の説明】
【０１２５】
　９１ 上可動体(別の可動体)
　９２ 下可動体(可動体)
　９４ 下可動部(可動部、第１の可動部、第２の可動部)
　１２４ 特定動作ガイド(ガイド部、第１のガイド部、第２のガイド部)

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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